A study on Forestation Using Large-Size Quercus acutissima Seedlings by Hashizume, Hayato & Han, Hairong
広
葉
樹
研
究
　
簡
7
：
1
～
2
2
（
1
9
9
3
）
（
1
）
〈
論
文
〉
ク
ヌ
ギ
大
苗
の
人
工
造
林
に
関
す
る
研
究
橋
詰
隼
人
＊
・
韓
海
栄
＊
＊
A
s
t
u
d
y
　
o
n
　
F
o
r
e
s
t
a
t
i
o
n
　
U
s
i
n
g
　
L
a
r
g
e
－
S
i
z
e
　
　
　
　
　
　
⑭
8
力
ぴ
α
α
イ
κ
s
5
‘
鯛
ε
z
　
S
e
e
d
l
i
n
g
s
H
a
y
a
t
o
　
H
A
s
H
l
z
u
M
E
＊
a
n
d
　
H
a
i
r
o
n
g
　
H
A
N
＊
＊
S
u
m
m
a
r
y
　
　
F
o
r
e
s
t
a
t
i
o
n
　
o
f
　
Q
μ
ε
γ
c
μ
s
α
c
協
i
s
s
i
π
1
α
C
A
R
R
．
　
u
s
i
n
g
　
1
～
4
　
y
e
a
r
　
o
l
d
　
l
a
r
g
e
　
s
i
z
e
　
s
e
e
d
l
i
n
g
s
　
w
a
s
s
t
u
d
輌
e
d
　
o
v
e
r
　
a
　
p
e
r
i
o
d
　
o
f
　
4
　
y
e
a
r
s
、
　
T
h
e
　
r
e
s
u
l
t
s
　
o
b
t
a
i
n
e
d
　
i
n
　
t
h
i
s
　
s
t
u
d
y
　
a
r
e
　
a
s
　
f
o
l
l
o
w
s
：
　
　
S
e
e
d
l
i
n
g
s
　
o
f
　
8
0
～
1
2
0
c
m
　
i
l
｝
h
e
i
g
h
t
　
a
l
l
　
s
u
r
v
i
v
e
d
　
a
f
t
e
r
　
p
l
a
n
t
i
n
g
，
　
b
u
t
　
t
h
e
　
s
u
r
v
i
v
a
l
　
r
a
t
e
（
l
e
c
r
e
a
s
e
d
f
o
r
　
l
a
r
g
e
　
s
e
e
d
l
i
n
g
s
　
a
b
o
v
e
　
1
5
0
c
m
　
i
n
　
h
e
i
g
h
t
．
　
T
h
r
e
e
　
t
y
p
e
s
　
o
f
　
s
e
e
d
l
i
n
g
　
d
e
a
t
h
　
w
e
r
e
　
r
e
c
o
g
n
i
z
e
d
：
t
h
e
　
d
e
a
t
h
　
o
f
　
w
h
o
l
e
　
s
e
e
d
l
i
n
g
s
，
　
t
h
e
　
d
e
a
t
h
　
o
f
　
s
e
e
d
l
i
n
g
　
t
o
p
s
　
a
n
d
　
t
h
e
　
d
e
a
t
h
　
o
f
　
t
h
e
　
u
p
p
e
r
　
h
a
l
f
　
o
f
s
e
e
d
l
i
n
g
s
．
　
T
h
e
　
s
u
r
v
i
v
a
l
　
r
a
t
e
　
o
f
　
l
a
r
g
e
　
s
i
z
e
　
s
e
e
d
l
i
n
g
s
　
w
a
s
　
l
n
c
r
e
a
s
e
d
　
b
y
　
t
h
e
　
c
u
垣
n
g
　
t
r
e
a
t
m
e
n
t
　
o
f
t
h
e
　
s
t
e
m
　
a
f
t
e
r
　
p
l
a
n
t
i
n
g
．
　
　
T
h
e
　
g
r
o
w
t
h
　
o
f
　
h
e
i
g
h
t
　
a
n
d
　
d
i
a
m
e
t
e
r
　
i
n
三
n
t
a
c
t
　
p
l
a
n
t
e
d
　
t
r
e
e
s
　
4
　
y
e
a
r
s
　
a
f
t
e
r
　
P
l
a
n
t
i
n
g
　
w
a
s
　
b
e
s
t
i
n
　
2
－
y
e
a
r
－
o
l
d
　
r
o
o
t
－
b
r
a
n
c
h
i
n
g
　
s
e
e
d
l
i
n
g
s
　
o
f
　
1
2
0
c
m
　
h
e
i
g
h
t
．
　
T
h
e
　
e
l
o
n
g
a
t
l
o
n
　
g
r
o
爪
h
　
o
f
　
l
n
t
a
c
t
p
l
a
n
t
e
d
　
t
r
e
e
s
　
b
e
c
a
m
e
　
a
c
t
i
v
e
　
t
h
r
e
e
　
y
e
a
r
s
　
a
f
t
e
r
　
p
l
a
n
t
i
n
g
、
　
T
h
e
　
e
l
o
n
g
a
乞
i
o
n
　
o
f
　
s
p
r
o
u
t
s
　
l
n
　
s
t
e
m
－
c
u
t
p
l
a
n
t
e
d
　
t
r
e
e
s
　
w
a
s
　
m
o
s
t
　
v
i
g
o
r
o
u
s
　
i
n
　
t
h
e
　
e
a
r
l
y
　
s
t
a
g
e
　
o
f
　
p
l
a
n
t
i
n
g
．
　
T
h
e
　
g
r
o
w
t
h
　
o
f
　
p
l
a
n
t
e
d
　
t
r
e
e
s
w
a
s
　
p
r
o
m
o
t
e
d
　
b
y
　
m
a
n
u
r
i
n
g
　
w
i
t
h
　
f
e
r
t
i
l
i
z
e
r
　
o
f
　
I
B
D
U
　
p
l
a
s
t
i
c
　
o
p
e
r
a
t
i
o
n
．
　
T
h
e
　
m
a
n
u
r
i
n
g
　
e
f
f
e
c
t
c
o
n
t
i
n
u
e
d
　
f
o
r
　
3
　
y
e
a
r
s
．
　
　
T
w
o
　
y
e
a
r
s
　
a
f
t
e
r
　
p
l
a
n
t
l
n
g
，
　
s
n
o
w
　
d
a
m
a
g
e
　
o
c
四
r
r
e
d
　
w
琵
h
　
a
　
s
n
o
w
f
a
l
l
　
o
f
　
a
b
o
u
t
　
9
0
c
m
．
　
T
h
e
　
k
i
n
d
s
o
f
　
s
n
o
w
　
d
a
m
a
g
e
s
　
c
o
m
p
r
i
s
e
d
　
m
a
i
n
l
y
　
s
t
e
m
　
b
r
e
a
k
，
　
s
t
e
m
　
b
e
n
d
，
　
b
r
a
n
c
h
　
b
r
e
a
k
，
　
b
r
a
n
c
h
　
f
a
l
l
－
o
u
t
，
e
t
c
．
　
S
p
r
o
u
t
　
s
h
o
o
t
s
　
o
f
　
s
t
e
m
－
c
u
t
　
p
l
a
n
t
e
d
　
t
r
e
e
s
　
w
e
r
e
　
i
n
j
u
r
e
d
　
m
o
r
e
　
b
y
　
s
n
o
w
　
c
o
m
p
a
r
e
d
　
w
i
t
h
i
n
t
a
c
t
　
p
l
a
n
t
e
d
　
t
r
e
e
s
．
　
T
h
e
　
p
e
r
c
e
n
t
a
g
e
s
　
o
f
　
n
o
r
m
a
l
　
g
r
o
w
t
h
　
t
r
e
e
s
　
4
　
y
e
a
r
s
　
a
f
t
e
r
　
p
l
a
n
t
i
n
g
　
w
e
r
e
6
0
～
8
7
％
．
O
n
e
　
a
n
d
　
t
w
o
　
y
e
a
r
　
r
o
o
卜
b
r
a
n
c
h
i
n
g
　
s
e
e
d
l
i
n
g
s
　
o
f
　
1
1
0
～
1
2
0
c
m
　
i
n
　
h
e
i
g
h
t
，
　
a
n
d
　
4
　
y
e
a
r
s
t
e
m
－
c
u
t
　
s
e
e
d
l
i
n
g
s
　
a
t
　
1
0
0
c
m
　
a
b
o
v
e
　
g
r
o
u
n
d
　
l
e
v
e
l
　
f
o
r
m
e
d
　
a
　
h
i
g
h
　
p
e
r
c
e
n
t
a
g
e
　
o
f
　
h
e
a
l
t
h
y
　
t
r
e
e
s
．
　
　
J
u
d
g
i
n
g
　
f
r
o
m
也
e
i
r
　
s
u
r
v
i
v
a
l
　
r
a
t
e
，
　
s
n
o
w
　
d
a
m
a
g
e
　
a
n
d
　
g
r
o
w
t
h
　
a
f
t
e
r
　
p
l
a
n
t
i
n
g
，
　
i
t
　
w
a
s
　
c
o
n
c
l
u
d
e
d
t
h
a
t
　
2
　
y
e
a
r
　
o
l
d
　
t
r
a
n
s
p
l
a
n
t
e
d
　
s
e
e
d
l
i
n
g
s
　
o
f
　
1
0
0
～
1
2
0
c
m
　
l
n
　
h
e
i
g
h
t
　
w
e
r
e
　
m
o
s
t
　
s
u
i
t
a
b
l
e
　
f
o
r
　
p
l
a
r
t
i
n
g
　
Q
．
α
c
μ
1
｛
s
s
励
α
i
n
　
h
e
a
v
y
　
s
n
o
w
　
a
r
e
a
s
．
・
鳥
取
大
学
農
学
部
農
林
総
合
科
学
科
森
林
生
産
学
講
座
：
D
⑳
m
，
，
E
¢
η
直
0
∫
F
o
γ
ε
S
ε
γ
y
　
S
C
輌
¢
η
C
ε
，
　
F
α
C
趾
y
　
o
∫
A
g
γ
i
c
翻
批
ε
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
o
l
ω
γ
i
　
u
η
i
u
¢
r
s
的
・
・
鳥
取
大
学
連
合
農
学
研
究
科
：
丁
舵
U
頑
θ
d
G
γ
α
d
螂
召
S
c
｝
l
o
o
』
o
∫
A
g
碗
t
↓
加
γ
α
I
　
S
c
i
ε
η
c
ε
，
　
T
o
～
’
0
7
’
i
　
U
η
i
u
¢
”
s
吻
（
2
）
橋
詰
隼
人
・
韓
　
海
栄
1
　
緒
言
　
ク
ヌ
ギ
は
シ
イ
タ
ケ
原
木
に
最
も
適
し
た
樹
種
で
，
良
質
の
き
の
こ
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
林
業
の
不
振
か
ら
特
用
林
産
物
の
栽
培
が
奨
励
さ
れ
て
お
り
，
シ
イ
タ
ケ
生
産
県
で
は
ク
ヌ
ギ
の
造
林
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ク
ヌ
ギ
は
陽
樹
で
耐
陰
性
が
弱
く
，
ま
た
実
生
苗
の
根
系
は
通
常
大
き
な
杭
根
が
1
本
発
生
し
て
副
根
・
細
根
が
少
な
く
，
山
出
し
の
際
に
根
を
切
り
つ
め
て
植
栽
す
る
と
植
栽
後
の
活
着
が
悪
く
，
特
に
大
苗
の
植
栽
で
は
枯
損
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
小
苗
を
植
栽
す
る
と
雑
草
木
に
被
圧
さ
れ
て
枯
死
す
る
こ
と
が
多
く
，
下
刈
り
の
際
に
誤
っ
て
刈
り
払
う
こ
と
も
あ
る
。
ク
ヌ
ギ
の
山
出
苗
の
大
き
さ
は
造
林
老
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
九
州
の
各
県
で
は
当
初
1
年
生
苗
の
造
林
が
行
わ
れ
て
い
た
が
成
績
が
悪
く
，
最
近
は
2
年
生
大
苗
の
造
林
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
8
パ
5
一
三
7
）
。
特
に
篤
林
家
は
苗
高
1
．
5
m
以
上
の
超
大
苗
を
植
栽
し
て
好
成
績
を
収
め
て
い
る
9
・
1
°
・
1
3
）
。
大
苗
造
林
は
下
刈
り
等
の
手
入
れ
が
省
力
化
で
き
利
点
が
多
い
が
，
幹
枯
れ
を
生
じ
活
着
率
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
る
7
）
。
大
分
県
の
林
家
の
中
に
は
台
切
り
造
林
と
称
し
て
超
大
苗
の
幹
を
地
上
2
0
～
3
0
c
m
で
切
断
し
て
植
栽
し
て
い
る
が
コ
3
）
，
こ
れ
は
活
着
を
促
進
す
る
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
。
ク
ヌ
ギ
の
人
工
造
林
に
関
す
る
試
験
は
多
い
が
，
苗
木
の
種
類
・
大
き
さ
別
の
植
栽
試
験
や
断
幹
造
林
法
な
ど
に
つ
い
て
試
験
し
た
も
の
は
な
い
。
ま
た
人
工
造
林
の
事
例
に
つ
い
て
も
施
肥
試
験
が
中
心
で
，
苗
木
の
種
類
に
よ
る
生
育
特
性
の
違
い
や
各
種
被
害
な
ど
を
細
か
く
調
べ
た
も
の
は
な
い
。
ク
ヌ
ギ
は
耐
雪
性
が
弱
く
，
多
雪
地
で
ク
ヌ
ギ
造
林
を
実
行
す
る
場
合
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
る
。
筆
老
ら
は
民
間
の
篤
林
家
か
ら
苗
木
の
提
供
を
受
け
，
苗
木
の
種
類
・
大
き
さ
別
植
栽
試
験
お
よ
び
断
幹
造
林
法
に
つ
い
て
試
験
し
，
多
雪
地
に
お
け
る
ク
ヌ
ギ
造
林
の
施
業
法
を
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
4
年
間
の
調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
て
報
告
す
る
。
　
本
研
究
に
際
し
，
苗
木
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
鹿
児
島
県
田
代
町
追
　
森
竹
氏
お
よ
び
試
験
地
設
定
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
鳥
取
大
学
蒜
山
演
習
林
の
元
技
官
福
富
　
章
氏
，
現
技
官
福
富
正
昭
氏
，
松
原
研
一
氏
に
対
し
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
ま
た
試
験
用
肥
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
菱
化
農
芸
株
式
会
社
大
阪
営
業
所
に
対
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
五
　
材
料
お
よ
び
方
法
1
　
試
験
地
の
概
況
　
鳥
取
大
学
蒜
山
演
習
林
（
岡
山
県
真
庭
郡
川
上
村
）
第
6
林
班
（
標
高
6
5
0
m
）
の
ア
カ
マ
ツ
林
を
伐
採
し
て
試
験
地
を
設
定
し
た
。
こ
の
場
所
は
平
坦
地
で
，
土
壌
は
黒
色
火
山
灰
土
B
I
D
（
d
）
型
で
あ
る
。
　
A
。
層
は
3
～
4
c
m
，
　
A
層
は
黒
色
で
深
さ
4
5
c
m
，
上
部
は
や
や
団
粒
状
，
下
部
は
堅
果
状
構
造
で
あ
る
。
　
B
層
は
黄
褐
色
で
5
0
c
m
以
上
あ
り
，
堅
果
状
構
造
で
あ
る
。
ク
ヌ
ギ
造
林
木
の
根
は
植
栽
4
年
後
に
地
下
6
0
c
m
ま
で
伸
長
し
て
い
た
。
2
　
供
試
苗
木
　
植
栽
に
用
い
た
苗
木
の
種
類
，
規
格
，
植
栽
本
数
な
ど
を
表
1
に
示
し
た
。
1
年
生
分
岐
根
苗
（
苗
高
8
0
c
m
と
1
1
0
c
m
）
，
1
回
床
替
2
年
生
分
岐
根
苗
（
苗
高
8
0
c
m
，
1
2
0
c
m
お
よ
び
1
5
0
c
m
）
，
無
床
替
2
年
生
分
岐
根
苗
（
苗
高
1
7
0
c
m
）
お
よ
び
無
床
替
4
年
生
杭
根
苗
（
苗
高
1
7
0
c
m
）
の
7
種
類
の
苗
木
を
用
い
た
。
分
岐
根
苗
は
鹿
児
島
県
田
代
町
迫
ク
ヌ
ギ
大
苗
の
人
工
造
林
に
関
す
る
研
究
（
3
）
講糠鍵灘
叢
馨纒鐵参難
写
真
1
　
供
試
苗
木
と
造
林
地
の
状
況
A
：
1
回
床
替
2
年
生
分
岐
根
苗
。
左
よ
り
大
苗
（
苗
高
1
5
0
～
1
6
0
c
m
）
，
中
苗
（
苗
高
1
0
0
～
1
3
0
c
m
）
，
小
苗
（
苗
高
7
0
～
1
0
0
c
翻
）
。
　
B
：
無
床
替
2
年
生
分
岐
根
大
苗
（
苗
高
1
7
0
～
1
8
0
c
m
）
。
　
C
：
無
床
替
4
年
生
杭
根
苗
（
苗
高
1
5
0
～
1
8
0
c
m
）
。
　
D
：
造
林
後
の
状
況
。
　
A
，
　
B
は
鹿
児
島
県
田
代
町
産
，
C
は
蒜
山
演
習
林
産
。
（
4
）
橋
詰
隼
人
・
韓
海
栄
表
1
　
苗
木
の
種
類
と
植
栽
本
数
規
　
　
格
苗
木
の
生
産
地
苗
木
の
種
類
苗
高
　
　
地
際
直
径
　
断
幹
高
　
植
栽
本
数
⑭
　
　
　
　
㎞
d
　
　
　
㈱
1
年
生
分
岐
根
苗
8
0
1
1
0
1
2
1
8
2
4
2
5
鹿
児
島
県
田
代
町
1
回
床
替
2
年
生
分
岐
根
苗
8
0
1
2
0
1
5
0
1
2
2
0
1
8
2
4
5
1
2
6
無
床
替
2
年
生
分
岐
根
苗
1
7
0
2
5
2
6
無
床
替
2
年
生
分
岐
根
苗
1
7
0
2
5
3
0
5
0
1
0
0
888
岡
山
県
川
上
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
床
替
4
年
生
杭
根
苗
鳥
取
大
学
蒜
山
演
習
林
1
7
0
2
0
　
3
0
　
5
0
1
0
0
無
断
幹
2
0
2
0
3
0
2
1
表
2
　
植
栽
に
用
い
た
ク
ヌ
ギ
苗
木
の
形
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ラ
苗
木
の
種
類
灘
縮
竃
畦
主
徽
　
苗
重
2
’
…
燃
高
。
、
。
率
靱
謬
　
　
　
　
　
　
ヒ
司
　
⑭
　
紬
d
k
司
　
体
）
地
上
部
地
下
部
　
計
　
（
H
／
胸
　
　
　
％
1
年
生
分
岐
根
苗
　
1
0
0
　
9
5
　
1
4
　
2
0
　
　
4
．
8
　
　
（
3
2
）
　
　
（
5
0
）
　
　
（
8
2
）
　
　
6
8
　
　
（
0
．
6
4
）
　
　
　
　
　
　
　
8
0
綴
替
罐
・
2
・
　
　
　
　
　
　
　
1
5
0
8
4
ヱ
2
2
1
5
6
・
6
2
…
　
　
（
｛
1
）
1
8
2
6
5
・
・
｝
l
l
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
4
2
5
　
　
2
5
　
　
4
．
3
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
8
）
5
5
（
3
5
）
1
4
4
（
7
9
）
2
2
7
（
1
1
4
）
1
0
3
　
　
　
　
5
3
（
5
4
）
2
4
7
　
　
　
　
6
8
（
1
3
9
）
4
4
1
　
　
　
　
6
2
（
2
3
2
）
0
．
8
7
（
0
．
5
4
）
0
．
7
2
（
0
．
7
6
）
0
．
9
4
（
1
．
0
4
＞
3
3
．
7
2
8
．
9
3
4
。
4
舞
罐
窟
噛
1
…
6
7
2
・
2
8
…
（
4
1
6
　
　
2
7
6
1
8
8
）
　
　
　
（
1
4
2
）
（
1
l
l
）
・
・
（
1
：
l
l
）
…
鴛
床
驚
年
審
1
7
・
・
7
・
1
9
2
7
L
・
（
｝
l
l
）
｝
I
I
）
鵠
8
9
（
1
：
l
l
）
・
・
　
備
考
：
1
）
根
長
は
切
断
部
分
ま
で
の
長
さ
で
あ
る
。
2
）
（
）
内
は
乾
重
量
を
示
す
。
3
）
主
根
に
対
す
る
側
根
・
細
根
の
割
　
　
　
　
合
を
示
す
。
4
）
調
査
本
数
は
各
種
類
と
も
5
本
で
あ
る
。
森
竹
氏
の
養
成
し
た
苗
木
で
，
苗
畑
に
播
種
す
る
前
に
催
芽
発
根
さ
せ
，
幼
根
が
5
，
6
c
m
に
伸
長
し
た
と
き
基
部
を
2
～
3
c
m
残
し
て
先
端
部
を
つ
み
取
っ
て
播
種
し
，
主
根
の
分
岐
し
た
苗
木
を
養
成
し
て
い
る
2
’
7
＞
（
写
真
1
）
。
杭
根
苗
に
比
べ
て
根
の
量
が
多
く
，
植
栽
後
の
活
着
お
よ
び
初
期
成
長
が
良
好
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
2
）
。
4
年
生
杭
根
苗
（
直
根
苗
）
は
鳥
取
大
学
蒜
山
演
習
林
の
苗
畑
で
養
成
し
た
も
の
で
，
播
種
後
床
替
え
，
根
切
り
な
ど
を
行
わ
ず
太
い
杭
根
が
1
本
発
生
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
苗
木
の
形
態
を
表
2
に
示
し
た
。
分
岐
根
苗
は
植
栽
の
直
前
に
鹿
児
島
県
か
ら
蒜
山
演
習
林
へ
送
ら
れ
て
き
た
も
の
で
，
主
根
が
平
均
4
～
5
本
分
岐
し
，
根
は
2
0
～
2
7
c
m
に
切
断
し
て
い
る
。
蒜
山
演
習
林
産
の
4
年
生
杭
根
苗
は
主
根
が
1
本
で
，
根
は
平
均
2
7
c
m
に
切
断
し
て
植
栽
に
用
い
た
。
1
回
床
替
2
年
生
分
岐
根
苗
は
無
床
替
苗
に
比
べ
て
側
根
・
細
根
の
割
合
が
大
き
く
，
品
質
の
良
い
苗
木
で
あ
る
。
ク
ヌ
ギ
大
苗
の
人
工
造
林
に
関
す
る
研
究
（
5
）
表
3
　
施
肥
設
計
苗
木
の
種
類
規
格
（
苗
高
）
　
ヒ
司
肥
料
の
種
類
1
本
当
た
り
施
用
　
量
1
本
当
た
り
施
肥
成
分
量
’
i
g
）
窒
素
　
リ
ン
酸
　
カ
リ
ウ
ム
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
1
年
生
分
岐
根
苗
　
　
　
　
　
　
8
0
～
1
1
0
1
回
床
替
2
年
生
分
岐
根
苗
　
8
0
～
1
2
0
　
複
合
ウ
ツ
ド
エ
ー
ス
4
号
　
　
3
0
個
［　
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
　
　
　
　
　
1
5
個
5
4
5
2
2
7
　
　
　
2
7
4
．
5
　
　
一
9
無
床
替
2
年
生
分
岐
根
苗
1
5
・
一
・
7
・
［
齢
㌶
二
：
4
号
；
：
‖
7
2
6
9
3
66
3
6
1
2
無
床
替
4
年
生
杭
根
苗
無
床
替
4
年
生
断
幹
苗
ユ
7
0
3
0
～
1
0
0 　複
〔
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
　
　
　
4
0
個
［　
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
　
　
　
　
2
0
個
7
2
6
9
3
66
3
6
1
2
備
考
：
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
　
　
N
－
P
－
K
－
M
g
＝
1
2
－
－
6
－
6
－
2
㈱
　
　
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
　
　
　
N
－
P
＝
2
3
－
2
閲
　
3
　
植
栽
方
法
　
苗
木
の
植
栽
は
1
9
8
8
年
4
月
2
1
日
に
行
っ
た
。
植
栽
間
隔
を
1
．
8
m
と
し
，
植
穴
掘
機
で
直
径
2
0
c
m
，
深
さ
3
0
c
m
の
植
穴
を
掘
り
植
え
付
け
た
。
植
栽
後
，
苗
木
の
周
囲
に
深
さ
1
G
c
m
の
溝
を
環
状
に
掘
り
施
肥
し
た
。
施
肥
設
計
は
表
3
の
と
お
り
で
，
三
菱
化
成
工
業
の
緩
効
性
肥
料
，
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
（
N
－
P
－
K
－
M
g
＝
1
2
－
6
－
6
－
2
，
％
）
を
苗
木
1
本
当
た
り
3
0
～
4
0
個
，
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
（
N
－
P
＝
2
3
－
2
，
％
）
を
1
本
当
た
り
1
5
～
2
0
個
施
肥
し
た
。
1
種
類
の
苗
木
の
植
栽
本
数
は
2
1
～
5
1
本
で
，
施
肥
試
験
で
は
そ
れ
を
3
区
分
し
て
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
区
，
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
区
（
以
下
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
区
，
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
区
と
呼
ぶ
）
お
よ
び
無
施
肥
区
の
3
区
を
設
け
た
。
供
試
苗
木
が
少
な
く
，
ま
た
平
坦
地
で
あ
っ
た
の
で
，
繰
り
返
し
区
は
設
け
な
か
っ
た
。
　
苗
高
1
7
0
c
m
の
大
苗
の
造
林
試
験
で
は
，
植
栽
後
地
上
3
0
c
m
断
幹
区
，
地
上
5
0
c
m
断
幹
区
，
地
上
1
0
0
c
m
断
幹
区
お
よ
び
無
断
幹
区
の
4
区
を
設
け
て
試
験
し
た
。
　
4
　
保
　
　
育
　
植
栽
後
毎
年
7
月
に
下
刈
り
を
行
っ
た
。
ま
た
5
月
に
雪
起
こ
し
を
行
っ
た
。
雪
害
木
に
つ
い
て
は
台
切
り
，
萌
芽
枝
の
整
理
，
樹
形
調
整
な
ど
を
行
っ
た
。
枯
損
跡
地
に
は
大
苗
を
補
植
し
た
。
　
5
　
調
査
方
法
　
植
栽
時
お
よ
び
そ
の
後
4
年
間
毎
年
5
月
と
1
1
月
に
植
栽
木
の
樹
高
，
地
際
直
径
お
よ
び
伸
長
量
を
測
定
し
，
さ
ら
に
雪
害
，
鼠
害
，
病
虫
害
な
ど
の
被
害
状
況
を
調
査
し
た
。
ク
ヌ
ギ
の
主
軸
の
伸
長
成
長
は
，
頂
芽
が
主
軸
に
発
達
せ
ず
，
下
部
の
偽
頂
芽
が
伸
長
し
て
主
軸
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
雪
害
等
に
よ
り
主
軸
の
先
端
部
が
折
れ
る
こ
と
が
あ
り
，
1
1
月
の
樹
高
と
翌
年
5
月
の
樹
高
と
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
，
樹
高
の
経
年
変
化
は
毎
年
1
1
月
の
測
定
値
を
用
い
，
各
年
度
の
主
軸
の
伸
長
量
は
5
月
か
ら
1
0
月
ま
で
の
伸
長
量
を
測
定
し
て
求
め
た
。
表
6
～
8
の
伸
長
量
は
実
測
値
で
，
当
年
1
1
月
の
樹
高
か
ら
前
年
1
1
月
の
樹
高
を
差
引
い
た
値
で
は
な
い
。
（
6
）
橋
詰
隼
人
・
韓
　
海
栄
皿
　
結
果
1
　
造
林
木
の
活
着
お
よ
び
萌
芽
発
生
　
植
栽
の
翌
年
に
苗
木
の
活
着
，
枯
死
お
よ
び
萌
芽
の
発
生
状
況
を
調
査
し
た
結
果
を
表
4
，
5
に
示
し
た
。
無
断
幹
苗
木
の
う
ち
，
苗
高
8
0
～
1
2
0
c
m
の
も
の
は
1
0
G
％
活
着
し
，
幹
枯
れ
も
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
，
苗
高
1
5
0
c
m
以
上
の
大
苗
は
活
着
し
た
が
幹
枯
れ
が
多
く
生
じ
た
。
鹿
児
島
県
産
の
無
床
替
2
年
生
1
7
0
c
m
苗
で
は
幹
枯
れ
が
6
9
％
も
発
生
し
，
健
全
活
着
木
は
わ
ず
か
3
1
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
蒜
山
演
習
林
産
の
4
年
生
苗
杭
根
苗
（
苗
高
1
7
0
c
m
）
は
活
着
率
8
6
％
で
，
1
4
％
が
全
枯
れ
し
た
。
鹿
児
島
県
産
大
苗
の
活
着
が
悪
か
っ
た
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
，
遠
距
離
の
輸
送
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
　
苗
木
の
枯
死
形
態
に
は
，
全
枯
れ
型
（
地
上
部
，
地
下
部
と
も
に
枯
死
）
，
地
際
枯
れ
型
（
地
上
部
の
み
枯
死
し
，
根
は
生
き
て
い
る
）
お
よ
び
上
半
枯
れ
型
（
苗
木
の
上
半
部
が
枯
死
）
の
三
つ
の
タ
イ
プ
が
み
ら
れ
た
。
地
際
枯
れ
型
で
は
地
際
部
か
ら
萌
芽
が
発
生
し
た
（
写
真
2
）
。
上
半
枯
れ
型
で
は
幹
下
部
の
生
存
部
か
ら
幹
萌
芽
が
発
生
し
，
ま
た
地
際
萌
芽
が
発
生
す
る
も
の
も
あ
っ
た
（
写
真
2
）
。
萌
芽
発
生
率
は
，
2
年
生
分
岐
根
1
5
0
c
m
苗
で
は
地
際
萌
芽
3
．
8
％
，
幹
萌
芽
1
1
．
5
％
で
あ
っ
た
。
2
年
生
分
岐
根
1
7
0
c
m
苗
で
は
，
地
際
萌
芽
1
9
％
，
幹
萌
芽
2
7
％
，
両
方
2
3
％
の
発
生
率
で
あ
っ
た
。
地
際
萌
芽
は
1
本
の
苗
木
か
ら
平
均
3
～
3
．
8
本
発
生
し
た
。
幹
萌
芽
は
1
本
の
苗
木
か
ら
8
～
9
　
表
4
　
無
断
幹
苗
木
の
活
着
お
よ
び
萌
芽
発
生
状
況
（
植
栽
の
翌
年
の
調
査
）
　
　
　
　
　
　
規
格
苗
木
の
種
類
　
　
（
苗
高
）
　
　
　
　
　
　
　
k
㎡
　
　
　
　
　
健
全
植
栽
　
　
活
着
率
　
　
　
　
　
木
率
本
数
　
　
　
閲
　
　
θ
枯
　
死
　
率
　
％
）
萌
芽
発
生
率
　
　
萌
芽
発
生
数
　
萌
芽
発
生
高
　
　
＠
6
）
　
　
　
　
（
本
／
苗
木
）
　
　
（
地
上
高
）
㎞
全
椥
醗
麟
馨
臓
砺
馨
輔
⇒
馨
輔
芽
1
年
生
分
岐
根
苗
　
8
0
～
1
1
0
　
4
9
　
1
0
0
　
1
0
0
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
雰
回
罐
替
量
年
審
｛
i
i
　
i
i
l
i
§
盟
、
i
：
1
1
i
，
1
：
1
1
i
，
i
i
：
1
語
、
1
2
5
舞
床
謹
蒙
審
1
7
・
2
6
1
・
・
3
1
・
1
9
・
2
5
・
・
1
9
・
2
2
・
9
2
3
・
1
・
・
…
　
2
°
～
4
6
籍
穐
4
年
奮
1
7
・
2
1
8
6
8
6
1
・
・
・
・
・
・
・
…
備
考
：
1
～
2
年
生
分
岐
根
苗
は
鹿
児
島
県
産
，
4
年
生
杭
根
苗
は
鳥
大
蒜
山
演
習
林
産
で
あ
る
。
表
5
　
断
幹
苗
木
の
活
着
お
よ
び
萌
芽
発
生
状
況
（
植
栽
の
翌
年
の
調
査
）
　
　
　
　
　
断
幹
高
苗
木
の
種
類
　
　
　
　
　
　
細
麟
轡
全
蜘
雛
當
。
＿
方
霧
＿
＿
＿
枯
死
率
萌
芽
発
生
率
萌
芽
発
生
数
萌
芽
発
生
高
　
　
　
　
　
　
　
3
0
　
　
　
　
　
8
　
　
　
1
0
0
　
　
　
7
5
　
　
　
0
　
　
　
　
1
2
．
5
　
　
1
2
．
5
　
　
1
2
．
5
　
　
7
5
．
0
　
　
1
2
、
5
　
　
3
．
0
　
　
1
0
．
2
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
7
～
2
7
無
床
替
2
年
生
　
　
　
　
5
0
　
　
　
　
　
8
　
　
　
1
0
0
　
　
　
　
5
0
　
　
　
0
　
　
　
　
3
7
．
5
　
　
1
2
．
5
　
　
3
7
．
5
　
　
6
2
．
5
　
　
　
0
　
　
　
　
3
．
0
　
　
1
0
．
0
　
　
0
．
5
（
0
－
3
）
　
1
1
～
3
7
分
岐
根
苗
　
1
0
0
　
8
　
1
0
0
　
2
5
　
0
　
6
2
．
5
1
2
．
5
6
2
．
5
2
5
．
0
1
2
．
5
3
．
8
1
8
．
0
1
．
5
（
0
－
7
）
2
0
～
9
5
　
　
　
　
　
　
無
断
幹
　
　
　
2
6
　
　
　
1
0
0
　
　
　
　
3
1
　
　
　
0
　
　
　
　
1
9
．
2
　
　
5
0
．
0
　
　
1
9
．
2
　
　
2
6
．
9
　
　
2
3
．
1
　
　
3
．
8
　
　
　
8
．
6
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
～
4
6
　
　
　
　
　
　
　
3
0
　
　
　
　
2
0
　
　
　
1
0
0
　
　
　
1
0
0
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
9
5
．
0
　
　
　
5
．
0
　
　
3
．
0
　
　
　
7
．
9
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
～
2
7
禁
驚
稽
1
；
；
；
；
1
C
1
；
ボ
3
°
；
1
；
；
1
：
l
l
；
｝
；
：
i
：
　
l
l
：
6
　
　
　
　
　
　
無
援
斤
幹
　
　
　
2
1
　
　
　
　
8
6
　
　
　
　
8
6
　
　
1
4
．
3
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
一
備
考
：
2
年
生
分
岐
根
苗
，
4
年
生
杭
根
苗
と
も
に
苗
高
1
7
0
c
m
の
大
苗
で
あ
る
。
ク
ヌ
ギ
大
苗
の
人
工
造
林
に
関
す
る
研
究
（
7
）
　
　
　
　
　
　
写
真
2
　
植
栽
木
の
枯
死
と
萌
芽
発
生
の
状
況
A
：
幹
全
枯
れ
，
地
際
萌
芽
発
生
。
B
：
幹
半
枯
れ
，
幹
萌
芽
発
生
。
（
植
栽
年
の
9
月
）
本
発
生
し
，
地
上
8
～
4
6
c
m
の
広
い
範
囲
に
み
ら
れ
た
。
　
断
幹
苗
木
で
は
，
2
年
生
分
岐
根
苗
は
各
区
と
も
1
0
0
％
活
着
し
た
。
し
か
し
，
地
際
枯
れ
，
上
半
枯
れ
が
多
く
発
生
し
，
健
全
活
着
木
率
は
無
断
幹
区
で
3
1
％
，
断
幹
区
で
2
5
～
7
5
％
で
あ
っ
た
。
4
年
生
杭
根
苗
で
は
，
活
着
率
は
無
断
幹
区
8
6
％
，
断
幹
区
9
0
～
1
0
0
％
で
あ
っ
た
。
2
年
生
分
岐
根
苗
は
健
全
木
率
が
低
か
っ
た
が
，
3
0
c
m
断
幹
区
で
は
健
全
木
率
が
7
5
％
で
無
断
幹
区
の
2
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
4
年
生
杭
根
苗
で
も
断
幹
区
の
方
が
健
全
木
率
が
高
く
，
大
苗
の
断
幹
造
林
法
は
活
着
促
進
に
効
果
が
あ
る
と
い
え
る
。
地
際
枯
れ
木
で
は
地
際
萌
芽
が
発
生
し
，
上
半
枯
れ
木
で
は
幹
萌
芽
が
発
生
し
た
。
地
際
萌
芽
は
苗
木
1
本
当
た
り
平
均
3
～
4
本
発
生
し
た
。
幹
萌
芽
は
2
年
生
分
岐
根
苗
で
は
平
均
1
0
～
1
8
本
，
4
年
生
杭
根
苗
で
は
平
均
8
～
1
3
本
発
生
し
た
。
幹
萌
芽
の
発
生
位
置
は
，
3
0
c
m
断
幹
区
で
は
地
上
7
～
2
7
c
m
，
5
0
c
m
断
幹
区
で
は
地
上
1
1
～
4
8
c
m
，
1
0
0
c
m
断
幹
区
で
は
地
上
2
0
～
9
5
c
m
の
位
置
で
あ
っ
た
。
幹
の
上
部
か
ら
発
生
し
た
も
の
が
優
勢
萌
芽
に
発
達
し
た
（
写
真
4
）
。
断
幹
高
が
高
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
萌
芽
の
発
生
位
置
と
優
勢
萌
芽
の
位
置
が
高
く
な
っ
た
。
2
　
造
林
木
の
成
長
　
植
栽
後
4
年
間
の
苗
木
の
種
類
別
樹
高
お
よ
び
直
径
成
長
の
経
過
を
表
6
に
示
し
た
。
無
断
幹
造
林
木
の
植
栽
か
ら
4
年
後
の
平
均
樹
高
は
，
2
年
生
1
2
0
c
m
苗
＞
2
年
生
1
5
0
c
m
苗
＞
4
年
生
1
7
0
c
m
苗
＞
1
年
生
1
1
0
c
m
苗
＞
2
年
生
1
7
0
c
m
苗
＞
2
年
生
8
0
c
m
苗
＞
1
年
生
8
0
c
m
苗
の
順
で
あ
っ
た
。
4
年
間
の
合
計
伸
長
量
は
，
2
年
生
1
2
0
c
m
苗
＞
1
年
生
（
8
）
橋
詰
隼
人
・
韓
海
栄
表
6
　
苗
木
の
種
類
別
樹
高
お
よ
び
直
径
成
長
の
経
過
苗
木
の
種
類
規
格
　
　
調
査
（
苗
高
）
樹
　
　
高
　
k
司
伸
長
量
　
㎞
地
際
直
径
　
㎞
本
数
植
栽
時
1
年
後
2
年
後
3
年
後
4
年
後
1
年
目
2
年
目
3
年
目
4
年
目
　
計
植
栽
時
1
年
後
2
年
後
3
年
後
4
年
後
　
　
　
　
　
　
　
8
0
c
m
1
年
生
分
岐
根
苗
　
　
　
　
　
　
　
1
1
0
c
m
1
8
　
　
　
7
7
　
　
8
6
　
　
1
1
6
　
　
1
6
7
　
　
2
1
2
　
　
1
9
　
　
4
0
　
　
5
9
　
　
5
3
　
　
（
1
0
0
）
　
（
1
亙
2
）
　
（
1
5
1
）
　
（
2
1
7
）
　
（
2
7
5
）
　
（
1
0
0
）
　
（
2
1
D
　
　
（
3
1
1
）
　
（
2
7
9
）
2
1
　
　
　
　
1
0
5
　
　
　
1
1
4
　
　
　
1
5
8
　
　
　
2
2
4
　
　
　
2
8
0
　
　
　
2
5
　
　
　
4
7
　
　
　
7
4
　
　
　
6
8
　
　
（
1
0
0
）
　
（
1
0
9
）
　
（
1
5
0
）
　
（
2
1
3
）
　
（
2
6
7
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
8
8
）
　
（
2
9
6
）
　
（
2
7
2
）
1
7
1
　
　
α
8
　
　
1
．
2
　
　
2
念
0
　
　
2
，
8
　
　
3
．
7
　
　
（
1
G
O
）
　
（
1
5
0
）
　
（
2
5
0
）
　
（
3
5
0
）
　
（
4
6
3
）
2
1
4
　
　
　
1
．
2
　
　
　
1
．
6
　
　
　
2
．
7
　
　
　
3
8
　
　
　
4
．
9
　
（
1
0
0
）
　
（
1
3
3
）
　
（
2
2
5
）
　
（
3
1
7
）
　
（
4
0
8
）
　
　
　
　
　
　
　
8
0
c
m
　
　
　
　
　
　
　
1
2
0
c
m
2
年
生
分
岐
根
苗
　
　
　
　
　
　
　
1
5
0
c
m
1
8
4
5
1
8
8
2
　
　
　
8
4
　
　
　
1
2
4
　
　
　
1
7
7
　
　
　
2
4
0
　
　
　
　
2
4
　
　
　
　
4
4
　
　
　
　
∈
硲
　
　
　
　
7
7
　
　
　
2
0
1
（
1
G
O
）
　
（
1
0
2
）
　
（
1
5
1
）
　
（
2
1
6
）
　
（
2
9
3
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
8
3
）
　
（
2
3
3
）
　
（
3
2
D
1
2
1
　
　
　
1
3
4
　
　
　
1
6
9
　
　
　
2
4
6
　
　
　
2
9
7
　
　
　
　
3
2
　
　
　
5
3
　
　
　
　
7
9
　
　
　
　
5
7
　
　
　
2
2
亙
（
1
G
O
）
　
（
1
1
1
）
　
（
1
4
0
）
　
（
2
0
3
）
　
（
2
4
5
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
6
6
）
　
（
2
4
7
）
　
（
1
7
8
）
1
3
3
　
　
　
1
5
0
　
　
　
1
8
4
　
　
　
2
4
く
｜
　
　
2
9
4
　
　
　
　
2
4
　
　
　
　
5
7
　
　
　
　
7
3
　
　
　
　
5
8
　
　
　
2
1
2
（
1
0
0
）
　
（
1
1
3
）
　
（
1
3
8
）
　
（
1
8
3
）
　
（
2
2
1
）
　
（
1
0
0
）
　
（
2
3
8
）
　
（
3
0
4
）
　
（
2
4
2
）
1
．
0
　
　
　
1
．
3
　
　
　
2
ぶ
3
　
　
　
3
．
3
　
　
　
4
．
0
（
1
0
0
）
　
（
1
3
0
）
　
（
2
3
0
）
　
（
3
3
◎
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（
4
0
0
）
L
7
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．
1
　
　
3
．
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ぶ
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5
．
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G
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2
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L
7
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．
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．
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5
．
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G
O
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8
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4
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0
c
m
断
幹
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
5
0
c
m
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幹
　
　
6
2
年
生
分
岐
根
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1
0
0
c
m
断
幹
　
　
6
　
　
　
　
　
1
7
0
c
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無
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台
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（
8
4
）
　
（
1
4
1
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
1
3
）
　
（
1
5
0
）
　
（
1
8
8
）
　
（
2
2
5
）
5
0
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．
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．
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0
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年
生
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c
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亙
　
　
5
。
2
（
1
0
0
）
　
　
（
9
7
）
　
（
1
1
2
）
　
（
1
4
8
）
　
（
1
7
2
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
G
O
）
　
（
1
1
0
）
　
（
1
5
5
）
　
（
2
0
5
）
　
（
2
6
0
）
　
備
考
：
（
）
内
は
相
対
値
を
示
す
。
1
1
0
c
m
苗
＞
2
年
生
1
5
0
c
m
苗
＞
2
年
生
8
0
c
m
苗
＞
2
年
生
1
7
0
c
m
＞
1
年
生
8
0
c
m
苗
＞
4
年
生
1
7
0
c
m
苗
の
順
で
あ
っ
た
。
4
年
後
の
地
際
直
径
は
2
年
生
1
2
0
c
m
苗
お
よ
び
1
5
0
c
m
苗
が
大
き
く
，
1
年
生
8
0
c
m
苗
，
2
年
生
8
0
c
m
苗
が
小
さ
か
っ
た
。
植
栽
後
の
連
年
伸
長
量
は
1
年
目
が
最
も
小
さ
く
，
2
年
目
は
そ
の
約
2
倍
に
増
力
目
し
，
3
年
目
か
ら
伸
長
成
長
が
さ
ら
に
盛
ん
に
な
っ
た
（
図
1
）
。
　
断
幹
造
林
木
の
4
年
後
の
樹
高
は
，
2
年
生
苗
で
は
3
0
c
m
断
幹
区
＞
5
0
c
m
断
幹
区
＞
1
0
0
c
m
断
幹
区
の
順
で
あ
っ
た
が
，
4
年
生
苗
で
は
1
0
0
c
m
断
幹
区
＞
5
0
c
m
断
幹
区
＞
3
0
c
m
断
幹
区
の
1
順
で
あ
っ
た
。
2
年
生
苗
の
5
0
c
m
断
幹
区
と
1
0
0
c
m
断
幹
区
で
は
幹
の
枯
死
率
が
高
く
，
萌
芽
更
新
に
よ
っ
て
再
生
し
た
た
め
に
生
育
が
遅
れ
，
4
年
生
苗
の
断
幹
区
と
は
逆
の
結
果
に
な
っ
た
。
断
幹
高
と
萌
芽
の
伸
長
成
長
と
の
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
が
，
4
年
間
の
合
計
伸
長
量
は
1
0
0
c
m
断
幹
区
が
や
や
小
さ
か
っ
た
。
断
幹
木
の
萌
芽
の
伸
長
は
無
断
幹
木
の
主
軸
の
伸
長
に
比
べ
て
旺
盛
で
，
植
栽
当
年
に
は
2
～
3
．
5
倍
伸
長
し
た
。
し
か
し
，
2
年
目
以
降
は
だ
ん
だ
ん
両
老
の
差
が
小
さ
く
な
り
，
4
年
目
に
は
差
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
（
図
2
）
。
4
年
後
の
地
際
直
径
は
，
2
年
生
苗
の
造
林
木
で
は
1
0
0
c
m
断
幹
区
で
最
も
小
さ
く
，
4
年
生
苗
の
造
林
木
で
は
逆
に
1
0
0
c
m
断
幹
区
で
最
も
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
は
，
前
述
の
と
お
」
り
2
年
生
苗
で
は
1
0
0
c
m
断
幹
区
で
幹
の
枯
死
率
が
高
く
，
大
部
分
が
萌
芽
再
生
木
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
苗
高
1
7
0
c
m
の
大
苗
造
林
木
の
健
全
木
と
幹
枯
れ
後
発
生
し
た
地
際
萌
芽
木
の
樹
高
成
長
を
比
較
す
る
と
（
図
3
）
，
4
年
後
の
平
均
樹
高
は
前
者
が
3
．
1
6
m
，
後
者
が
1
．
7
5
m
で
約
1
．
8
倍
差
が
つ
い
た
。
地
際
萌
芽
木
は
樹
高
成
長
が
著
し
く
遅
れ
る
の
で
被
圧
木
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
ク
ヌ
ギ
大
苗
の
人
工
造
林
に
関
す
る
研
究
（
9
）
相
3
0
0
2
5
0
2
0
0
　
　
］
5
0
対伸
　
玉
0
0
長
　
2
0
0
量
1
5
0
1
0
0
5
0
1
2
3
2
－
1
7
0
2
－
｜
2
0
4
年
目
1
2
－
8
0
1
－
］
1
0
2
．
1
5
0
2
－
1
2
0
い
8
0
　
2
　
　
　
　
3
　
　
　
4
年
目
植
　
栽
　
後
　
年
　
数
2
5
0
2
0
0
］
5
0
相
　
1
0
0
対
　
4
0
0
伸
　
3
5
0
長
　
3
0
0
量
　
2
5
0
2
0
0
1
5
0
1
0
0
0
＼
、
2
そ
｝
三
4
三
断
幹
日
i
1
　
2
　
　
　
　
　
　
3
植
　
栽
　
後
　
年
　
数
4
年
日
図
1
　
無
断
幹
造
林
木
に
お
け
る
植
栽
後
の
　
　
　
伸
長
成
長
の
経
過
　
　
　
θ
　
記
号
は
苗
令
一
一
苗
高
を
示
す
（
例
　
　
　
　
1
－
8
0
：
1
年
生
苗
高
8
0
c
m
苗
，
2
－
8
0
：
　
　
　
　
2
年
生
苗
高
8
0
c
m
苗
）
。
相
対
伸
長
量
　
　
　
　
は
，
上
の
図
で
は
1
年
目
を
1
0
0
と
し
　
　
　
　
て
，
下
の
図
で
は
1
－
8
0
を
1
0
0
と
し
て
　
　
　
　
計
算
し
た
値
で
あ
る
。
図
2
　
断
幹
造
林
木
に
お
け
る
植
栽
後
の
　
　
　
伸
長
成
長
の
経
過
　
　
　
無
断
幹
苗
木
の
伸
長
量
を
1
0
0
と
し
て
　
　
　
相
対
値
で
示
す
。
（
c
m
）
樹高
3
0
0
2
0
0
1
（
め0
0
1
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
3
植
　
栽
　
後
　
年
　
数
4
年
目
図
3
　
大
苗
（
苗
高
1
7
0
c
m
）
造
林
に
お
け
る
健
全
木
と
地
際
萌
芽
再
生
木
の
　
　
　
樹
高
成
長
の
比
較
（
1
0
）
橋
詰
隼
人
・
韓
海
栄
　
3
　
造
林
木
の
成
長
に
対
す
る
施
肥
の
効
果
　
造
林
木
に
対
す
る
施
肥
の
効
果
を
表
7
，
8
に
示
し
た
。
各
区
の
調
査
本
数
に
差
が
あ
る
の
は
枯
損
木
や
雪
害
，
鼠
害
な
ど
の
被
害
木
を
除
い
た
た
め
で
あ
る
。
無
断
幹
造
林
木
の
成
長
に
つ
い
て
み
る
と
（
表
7
）
，
各
規
格
苗
と
も
無
施
肥
区
に
比
べ
て
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
区
で
樹
高
成
長
お
よ
び
地
際
直
径
成
長
が
増
加
し
た
が
，
t
検
定
の
結
果
有
意
差
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
4
年
間
の
合
計
伸
長
量
は
，
無
施
肥
区
に
比
べ
て
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
区
で
1
0
～
3
5
％
増
加
し
た
。
各
年
度
の
肥
効
を
無
施
肥
区
を
1
0
0
と
し
て
比
較
す
る
と
（
図
4
）
，
1
年
生
8
0
～
1
1
0
c
m
苗
，
2
年
生
1
5
0
c
m
苗
で
は
植
栽
後
1
年
目
と
2
年
目
に
，
2
年
生
8
0
c
m
苗
で
は
2
年
目
と
3
年
目
に
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
の
施
肥
効
果
が
み
ら
れ
る
が
，
4
年
目
に
は
効
果
が
明
ら
か
で
な
い
。
　
次
に
断
幹
造
林
木
の
成
長
に
対
す
る
施
肥
の
効
果
に
つ
い
て
み
る
と
（
表
8
）
，
樹
高
成
長
お
よ
び
地
際
直
径
成
長
は
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
区
で
か
な
り
顕
i
著
に
促
進
さ
れ
た
。
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
施
肥
区
で
は
，
4
年
後
の
樹
高
お
よ
び
地
際
直
径
は
1
0
0
c
m
断
幹
区
＞
5
0
c
m
断
幹
区
＞
3
0
c
m
断
幹
区
の
順
に
大
き
か
っ
た
。
ま
た
4
年
間
の
合
計
伸
長
量
は
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
区
が
無
施
肥
区
よ
り
も
約
5
0
％
増
加
し
た
。
供
試
本
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
3
0
c
m
断
幹
区
と
5
0
c
m
断
幹
区
に
は
無
施
肥
区
を
設
け
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
1
0
0
c
m
断
幹
区
の
無
施
肥
区
を
対
照
区
と
し
て
t
検
定
を
行
っ
た
　
表
7
　
無
断
幹
造
林
木
の
成
長
に
対
す
る
施
肥
（
ウ
ッ
ド
ユ
ー
ス
）
の
効
果
苗
木
の
種
類
　
　
施
　
肥
　
区
調
査
樹
　
　
高
　
⑭
伸
長
量
　
㈱
地
際
直
径
　
｛
c
㎡
本
数
植
辮
1
轍
2
轍
3
験
4
鞭
1
鞠
2
知
3
翻
4
鞠
計
植
錨
1
報
2
轍
3
年
後
4
鰍
　
　
　
　
ウ
ツ
ド
エ
ー
ス
4
号
　
　
1
7
1
年
生
苗
　
　
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
　
　
1
3
8
0
～
1
1
0
c
m
　
　
　
　
無
　
　
施
　
　
肥
　
　
9
9
1
　
　
　
1
0
6
　
　
　
1
4
7
　
　
　
2
0
9
　
　
　
2
5
8
　
　
　
2
6
　
　
　
5
2
＊
＊
　
7
1
　
　
　
6
7
　
　
　
2
1
6
　
　
　
1
．
0
　
　
　
1
．
5
　
　
　
2
、
6
　
　
　
3
．
7
寧
　
　
4
稔
6
（
］
0
0
）
　
（
1
1
6
）
　
（
1
6
2
）
　
（
2
3
0
）
　
（
2
8
4
）
　
（
］
3
0
）
　
（
1
5
3
）
　
（
1
1
8
）
　
（
1
3
1
）
　
（
1
3
1
＞
　
（
1
0
0
）
　
（
1
5
0
）
　
（
2
6
0
）
　
（
3
7
0
＞
　
（
4
6
0
）
9
6
　
　
　
1
（
｝
6
　
　
　
1
3
6
　
　
　
1
9
6
　
　
　
2
3
4
　
　
　
　
2
1
　
　
　
4
0
　
　
　
　
6
7
　
　
　
　
4
9
　
　
　
1
7
7
　
　
　
1
．
0
　
　
　
1
．
5
　
　
　
2
．
3
　
　
　
3
．
2
　
　
　
4
楡
2
（
1
0
0
｝
　
（
1
1
0
）
　
（
1
4
2
）
　
（
2
0
4
）
　
（
2
4
4
）
　
（
1
0
5
）
　
（
1
1
8
）
　
（
1
1
2
｝
　
　
（
9
6
）
　
（
1
0
7
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
5
0
）
　
（
2
3
0
）
　
（
3
2
0
）
　
（
4
2
0
｝
9
2
　
　
　
1
◎
1
　
　
1
2
8
　
　
　
1
8
1
　
　
2
2
6
　
　
　
2
0
　
　
　
3
4
　
　
　
6
0
　
　
　
5
1
　
　
1
6
5
　
　
　
1
．
1
　
　
　
1
，
4
　
　
　
2
．
2
　
　
　
3
．
0
　
　
　
3
．
9
（
1
0
0
戊
　
（
1
1
0
｝
　
（
1
3
9
）
　
（
1
9
7
）
　
（
2
4
6
）
　
（
1
G
O
）
　
（
1
0
0
）
　
（
更
0
0
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
2
7
）
　
（
2
G
O
）
　
（
2
7
3
）
　
（
3
5
5
）
　
　
　
　
ウ
ツ
ド
エ
ー
ス
4
号
　
　
7
2
年
生
苗
　
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
　
8
　
8
0
c
m
　
　
　
　
無
　
　
施
　
　
肥
　
　
5
8
8
　
　
　
8
9
　
　
　
1
3
5
　
　
　
1
9
0
　
　
　
2
4
4
　
　
　
2
7
　
　
　
5
5
　
　
　
6
0
　
　
　
7
2
　
　
2
1
4
　
　
　
1
．
0
　
　
　
1
．
3
　
　
　
2
．
5
　
　
　
3
．
4
　
　
　
4
．
2
（
1
0
0
）
　
（
1
0
1
）
　
（
1
5
3
）
　
（
2
1
6
）
　
（
2
7
7
｝
　
　
（
8
7
）
　
（
1
3
4
）
　
（
1
7
D
　
　
（
］
3
8
）
　
（
1
3
5
｝
　
〈
1
0
0
）
　
（
玉
3
0
）
　
（
2
5
0
）
　
（
3
4
0
）
　
（
4
2
0
戊
7
7
　
　
　
　
8
5
　
　
　
1
1
2
　
　
　
］
6
9
　
　
　
2
4
9
　
　
　
　
2
2
　
　
　
　
3
7
　
　
　
　
5
9
＊
　
　
6
5
　
　
　
1
8
3
　
　
　
1
．
O
　
　
　
I
．
3
　
　
　
2
、
1
　
　
　
3
．
1
　
　
　
4
、
0
（
I
G
O
）
　
（
1
1
0
｝
　
（
1
4
5
）
　
（
2
1
9
）
　
（
3
2
3
）
　
　
（
7
D
　
　
（
9
0
）
　
（
1
6
9
｝
　
（
1
2
5
戊
　
（
1
1
5
）
　
（
1
G
O
）
　
α
3
0
）
　
（
2
1
0
）
　
（
3
1
0
）
　
（
4
0
0
〕
8
4
　
　
　
1
0
1
　
　
　
1
4
1
　
　
　
1
6
8
　
　
　
2
（
｝
6
　
　
　
　
3
1
　
　
　
4
呈
　
　
　
3
5
　
　
　
5
2
　
　
　
1
5
9
　
　
　
1
．
］
　
　
　
ユ
．
5
　
　
　
2
．
3
　
　
　
3
．
0
　
　
　
3
．
7
（
1
0
0
）
　
（
1
2
0
）
　
（
1
6
8
｝
　
（
2
0
0
｝
　
（
2
4
5
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
0
0
）
　
（
王
G
O
戊
　
（
1
0
0
｝
　
（
1
0
｛
）
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
3
6
）
　
（
2
0
9
）
　
（
2
7
3
）
　
（
3
3
6
｝
　
　
　
　
ウ
ツ
ド
エ
ー
ス
4
号
　
　
1
7
2
年
生
苗
　
複
合
ウ
ツ
ド
エ
ー
ス
　
1
9
1
2
0
c
m
　
　
　
　
無
　
　
施
　
　
肥
　
　
9
1
1
7
　
　
1
3
1
　
　
1
7
8
　
　
2
5
2
　
　
3
0
6
　
　
　
3
2
　
　
　
5
9
　
　
　
8
6
　
　
　
6
5
　
　
2
4
2
　
　
1
．
7
　
　
2
．
1
　
　
3
．
6
＊
＊
4
．
9
＊
＊
5
．
8
（
1
0
0
｝
　
（
1
1
2
）
　
（
1
5
2
）
　
（
2
1
5
）
　
（
2
6
2
）
　
（
1
0
7
）
　
（
1
0
9
）
　
（
1
1
2
）
　
（
1
1
4
｝
　
（
1
1
1
＞
　
（
1
0
0
）
　
（
1
2
4
）
　
（
2
1
2
戊
　
（
2
8
8
）
　
（
3
4
1
戊
1
2
3
　
　
　
1
3
9
　
　
　
1
7
0
　
　
　
2
3
9
　
　
　
2
9
4
　
　
　
3
2
　
　
　
4
8
　
　
　
7
3
　
　
　
6
0
　
　
　
2
1
3
　
　
　
1
．
7
　
　
　
2
．
1
　
　
3
．
2
　
　
　
4
．
3
　
　
5
．
5
（
至
0
0
）
　
（
1
1
3
｝
　
（
1
3
8
）
　
（
1
9
4
）
　
（
2
3
9
）
　
（
夏
0
7
）
　
　
（
8
9
）
　
　
（
9
5
｝
　
（
1
0
5
）
　
　
（
9
8
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
2
4
）
　
↓
1
8
8
）
　
（
2
5
3
）
　
↓
3
2
〈
U
］
2
2
　
　
　
1
3
1
　
　
　
1
7
3
　
　
　
2
4
9
　
　
　
2
8
7
　
　
　
3
0
　
　
　
5
4
　
　
　
7
7
　
　
　
5
7
　
　
　
2
1
8
　
　
　
］
．
7
　
　
　
2
．
0
　
　
　
3
楡
］
　
　
〈
1
、
3
　
　
　
5
4
（
1
0
0
）
　
（
1
0
7
）
　
（
1
4
2
）
　
（
2
0
4
）
　
（
2
3
2
）
　
（
1
G
O
）
　
｛
1
0
0
＞
　
（
1
0
0
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
G
O
）
　
（
］
0
0
）
　
ほ
1
8
）
　
（
1
8
2
）
　
（
2
5
3
）
　
（
3
1
8
）
　
　
　
　
ウ
ツ
ド
エ
ー
ス
4
号
　
　
8
2
年
生
苗
　
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
　
　
4
1
5
0
c
m
　
　
　
　
無
　
　
施
　
　
肥
　
　
6
1
3
3
　
　
　
1
4
9
　
　
　
1
9
9
＊
　
　
2
5
6
　
　
　
3
1
5
　
　
　
2
8
　
　
　
6
5
　
　
　
7
4
　
　
　
6
8
　
　
2
3
5
　
　
　
1
．
6
　
　
　
2
．
0
　
　
　
3
．
3
　
　
　
4
．
6
　
　
　
5
．
7
（
1
0
0
）
　
｛
1
1
2
）
　
（
1
5
0
｝
　
（
1
9
2
｝
　
（
2
3
7
）
　
（
1
5
6
｝
　
（
1
3
0
）
　
（
1
0
3
｝
　
（
1
0
8
）
　
（
1
1
6
｝
　
（
1
0
0
）
　
（
1
2
5
）
　
｛
2
0
6
）
　
〈
2
8
8
）
　
（
3
5
6
）
］
3
8
　
　
　
1
4
7
　
　
　
1
8
8
　
　
　
2
3
8
　
　
　
2
9
1
　
　
　
2
4
　
　
　
5
0
　
　
　
6
9
　
　
　
5
7
　
　
　
2
0
0
　
　
　
1
．
7
　
　
　
2
．
（
）
　
　
3
．
3
　
　
　
4
．
4
　
　
　
5
．
7
（
1
0
0
｝
　
（
1
0
7
）
　
（
1
3
6
）
　
（
1
7
2
）
　
（
2
］
1
）
　
（
1
3
3
）
　
（
1
0
0
）
　
　
（
9
6
戊
　
　
（
9
0
）
　
　
（
9
9
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
1
8
）
　
（
1
9
4
）
　
（
2
5
9
）
　
（
3
3
5
｝
1
3
2
　
　
　
1
3
5
　
　
　
1
6
4
　
　
　
2
3
至
　
　
2
8
6
　
　
　
1
8
　
　
　
5
0
　
　
　
7
2
　
　
　
6
3
　
　
　
2
0
3
　
　
　
1
、
7
　
　
　
2
．
1
　
　
3
．
3
　
　
　
4
．
4
　
　
　
5
．
6
〈
1
0
0
｝
　
（
1
0
2
）
　
（
1
2
4
戊
　
（
1
7
5
）
　
（
2
1
7
）
　
（
1
0
0
）
　
（
］
0
0
｝
　
（
1
0
0
｝
　
（
1
0
0
＞
　
（
1
0
0
戊
　
（
1
0
0
）
　
（
1
2
4
＞
　
（
1
9
4
）
　
（
2
5
9
）
　
（
3
2
9
）
備
考
：
（
）
内
は
相
対
値
を
示
す
。
・
t
検
定
で
無
施
肥
と
の
間
に
5
％
水
準
で
有
意
差
あ
り
，
緋
1
％
水
準
で
有
意
差
あ
り
。
ク
ヌ
ギ
大
苗
の
人
工
造
林
に
関
す
る
研
究
（
1
1
）
表
8
．
断
幹
造
林
木
の
成
長
に
対
す
る
施
肥
（
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
）
の
効
果
苗
木
の
種
類
　
　
施
　
肥
　
区
調
査
樹
高
　
ピ
司
伸
長
量
　
㈱
地
際
直
径
　
k
d
本
数
繊
時
1
轍
2
轍
3
鞭
4
報
1
鞠
2
鞠
3
鎚
4
朝
計
繊
配
酷
2
轍
3
年
後
4
微
’
3
0
c
m
断
幹 ウ
ツ
ド
エ
ー
ス
4
号
複
合
ウ
ツ
ド
ユ
ー
ス
7
3
0
7
6
1
3
0
1
9
3
2
5
3
5
9
＊
＊
5
5
＊
＊
7
5
＊
＊
5
4
2
4
3
2
．
3
2
．
5
3
．
1
3
．
9
4
．
7
　
　
（
1
0
0
）
　
（
2
5
3
）
　
（
4
3
3
）
　
（
6
4
3
）
　
（
8
4
3
）
　
（
2
2
7
）
　
（
1
9
0
）
　
（
1
6
0
）
　
　
（
8
9
）
　
（
1
4
9
）
8
　
　
　
　
3
0
　
　
　
7
9
　
　
1
2
0
　
　
1
7
8
　
　
2
2
9
　
　
　
5
4
＊
＊
　
4
8
＊
＊
　
6
4
＊
　
　
6
0
　
　
2
2
6
　
　
（
1
◎
0
）
　
（
2
6
3
）
　
（
く
｜
0
0
）
　
（
5
9
3
）
　
（
7
6
3
）
　
（
2
0
8
）
　
（
1
6
6
）
　
（
1
3
6
）
　
　
（
9
8
）
　
（
1
3
9
）
（
1
0
0
）
　
（
1
0
9
）
　
（
1
3
5
）
　
（
1
7
0
）
　
（
2
0
4
）
1
．
9
　
　
2
．
0
　
　
2
．
6
　
　
3
．
4
　
　
4
．
2
（
1
0
0
）
　
（
1
0
5
）
　
〈
1
3
7
）
　
（
1
7
9
）
　
（
2
2
1
｝
5
0
c
m
断
幹 ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
複
合
ウ
ツ
ド
ェ
ー
ス
7
　
　
　
　
　
5
0
　
　
　
8
8
　
　
　
1
4
8
　
　
　
2
1
6
　
　
　
2
9
1
　
　
　
4
6
＊
　
　
6
6
＊
＊
　
7
2
＊
　
　
7
5
　
　
　
2
5
9
　
　
　
2
．
4
　
　
　
2
．
5
　
　
　
3
．
9
　
　
　
4
．
8
　
　
　
6
．
0
　
　
（
1
0
0
）
　
（
1
7
6
）
　
（
2
9
6
）
　
（
4
3
2
）
　
（
5
8
2
）
　
（
1
7
7
）
　
（
2
2
8
）
　
（
1
5
3
）
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5
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8
4
　
　
　
1
2
0
　
　
　
1
7
1
　
　
2
3
5
　
　
　
3
6
　
　
　
4
3
＊
＊
　
6
3
　
　
（
1
0
0
）
　
（
1
6
8
）
　
（
2
4
0
）
　
（
3
4
2
）
　
（
4
7
0
）
　
（
1
3
8
）
　
（
1
4
8
）
　
（
1
3
4
）
（
1
2
3
）
　
（
1
5
9
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
0
4
）
　
（
1
6
3
）
　
（
2
0
0
）
　
（
2
5
0
）
5
8
　
　
2
0
0
　
　
1
．
9
　
　
2
．
0
　
　
2
，
5
　
　
3
．
2
　
　
4
る
3
（
9
5
）
　
（
1
2
3
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
0
5
）
　
（
1
3
2
）
　
（
1
6
8
）
　
（
2
2
6
）
1
0
0
c
m
断
幹 ウツ
ド
エ
ー
ス
4
号
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
無
　
　
施
　
　
肥
1
0
1
0
1
0
1
0
0
　
　
　
1
3
6
　
　
　
1
9
2
　
　
2
6
5
　
　
3
0
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5
9
＊
＊
　
5
7
＊
＊
　
7
7
＊
＊
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2
5
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．
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．
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．
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．
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］
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0
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3
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1
9
2
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（
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｝
6
）
　
（
2
2
7
）
　
（
1
9
7
）
　
（
1
6
4
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（
1
0
0
）
　
（
1
5
6
）
　
〈
1
0
0
）
　
（
1
1
3
｝
　
（
1
7
1
）
　
（
2
2
1
）
　
（
2
5
4
）
1
0
0
　
　
　
1
2
3
　
　
　
1
8
2
　
　
　
2
3
6
　
　
　
2
8
9
　
　
　
4
4
＊
　
　
5
7
＊
＊
　
6
2
　
　
　
5
8
　
　
　
2
2
1
　
　
2
．
7
　
　
　
2
．
8
　
　
　
3
．
7
　
　
　
4
．
5
　
　
　
5
る
1
（
1
0
0
）
　
（
1
2
3
）
　
（
］
8
2
）
　
（
2
3
6
）
　
（
2
8
9
）
　
（
1
6
9
）
　
（
］
9
7
）
　
（
1
3
2
）
　
　
（
9
5
）
　
（
1
3
6
）
　
（
1
0
0
＞
　
（
1
0
4
＞
　
（
1
3
7
）
　
（
1
6
7
）
　
（
1
8
9
）
1
0
0
　
　
　
1
2
0
　
　
　
更
3
8
　
　
　
1
8
3
　
　
　
2
3
5
　
　
　
2
6
　
　
　
2
9
　
　
　
4
7
　
　
　
6
1
　
　
1
6
3
　
　
　
2
、
0
　
　
　
2
．
2
　
　
　
2
、
6
　
　
　
3
．
3
　
　
　
4
．
3
（
1
0
0
）
　
（
1
2
0
）
　
（
1
3
8
）
　
（
1
8
3
）
　
（
2
3
5
）
　
（
1
G
O
）
　
（
1
G
O
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
G
O
）
　
（
1
0
0
）
　
（
1
G
O
）
　
（
1
1
0
）
　
（
］
3
0
）
　
（
1
6
5
）
　
（
2
1
5
）
備
考
：
（
）
内
は
相
対
値
を
示
す
。
・
t
検
定
で
無
施
肥
と
の
間
に
5
％
水
準
で
有
意
差
あ
り
，
群
1
％
水
準
で
有
意
差
あ
り
。
　
2
0
0
　
　
1
5
0
　
　
］
o
o
相
2
0
0
対
1
5
0
伸
　
l
o
o
長
］
5
0
豆
　
ヨ
0
0
　
　
5
0
　
1
5
0
　
1
0
0
　
　
0
［［
　
　
　
　
　
］
年
生
8
0
C
I
n
～
1
1
0
c
m
苗
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ウ
ツ
ド
エ
ー
ス
4
号
区
　
　
　
　
　
　
　
　
’
一
・
・
複
合
ウ
ツ
ド
エ
ー
ス
区
≡
　
一
　
“
　
一
　
“
　
一
　
’
　
一
　
一
　
≡
　
“
　
百
　
“
　
“
　
“
　
〔
　
“
　
一
　
〔
　
“
　
“
　
一
　
“
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
＝
　
－
　
　
　
　
　
2
イ
ド
娃
、
8
0
c
m
存
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
’
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
、
／
　
　
　
　
　
　
　
／
　
一
一
一
“
▲
“
“
“
プ
≡
＾
“
“
“
“
一
一
一
〔
〔
一
一
〔
《
〔
一
一
一
　
　
　
　
　
2
年
生
1
2
0
c
m
苗
　
　
　
1
2
3
4
フ
P
目
　
　
　
　
　
　
　
　
植
　
栽
　
後
　
年
　
数
図
4
　
無
断
幹
造
林
木
の
伸
長
成
長
に
対
す
る
　
　
　
施
肥
の
効
果
　
　
　
図
4
，
5
の
相
対
伸
長
量
は
無
施
肥
区
を
1
0
0
　
　
　
　
と
し
て
計
算
し
た
値
で
あ
る
。
相対伸長遺
2
5
0
2
0
0
1
5
0
1
0
0
2
0
0
1
5
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
0
0
　
　
　
　
＿
一
一
一
一
一
．
一
．
．
．
一
＿
．
一
一
．
．
．
．
．
一
．
一
一
．
一
一
←
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
c
m
断
幹
2
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
1
0
0
　
0
　
　
　
　
1
2
3
4
4
仁
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
　
栽
　
後
　
年
　
数
　
図
5
　
断
幹
造
林
木
の
伸
長
成
長
に
対
す
る
　
　
　
　
　
施
肥
の
効
果
3
0
c
m
断
幹
一
ウ
ツ
ド
エ
ー
ス
4
号
区
・
一
・
・
｡
・
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
区
一
一
ｳ
施
肥
1
ヌ
：
（
1
2
）
橋
詰
隼
人
・
韓
　
海
栄
と
こ
ろ
，
い
ず
れ
の
断
幹
区
に
お
い
て
も
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
区
で
無
施
肥
区
と
の
間
に
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
。
各
年
度
の
伸
長
量
を
無
施
肥
区
を
1
0
0
と
し
て
比
較
す
る
と
（
図
5
）
，
植
栽
か
ら
3
年
目
ま
で
は
施
肥
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
が
，
4
年
目
に
な
る
と
無
施
肥
区
と
の
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
は
豆
炭
状
に
成
型
し
た
大
形
の
固
形
肥
料
で
普
通
3
年
閲
効
果
が
持
続
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
3
）
，
本
研
究
で
も
そ
の
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
　
4
　
造
林
木
の
被
害
状
況
　
人
工
造
林
の
翌
々
年
の
1
月
下
旬
（
1
9
9
0
年
）
に
約
9
0
c
m
の
積
雪
が
あ
り
，
幹
折
れ
，
枝
折
れ
，
枝
抜
け
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
，
ま
た
野
ネ
ズ
ミ
の
食
害
に
よ
る
枯
死
木
も
み
ら
れ
た
（
写
真
5
，
6
）
。
雪
害
等
の
状
況
を
表
9
，
1
0
に
示
し
た
。
無
断
幹
造
林
木
で
は
，
植
栽
か
ら
2
年
後
に
鼠
害
に
よ
る
枯
死
が
約
3
％
発
生
し
た
。
積
雪
に
よ
る
幹
折
れ
は
1
0
～
3
5
％
，
平
均
1
9
％
発
生
し
た
。
枝
折
れ
は
平
均
4
0
％
，
幹
曲
り
は
平
均
1
8
％
発
生
し
た
。
雪
害
高
は
，
幹
折
れ
が
平
均
5
9
c
m
，
枝
折
れ
が
平
均
6
6
c
m
，
幹
曲
り
が
平
均
4
3
c
m
で
，
積
雪
の
沈
降
力
に
よ
る
被
害
で
あ
る
。
幹
折
れ
の
被
害
率
は
1
年
生
8
0
c
m
苗
と
2
年
生
1
7
0
c
m
苗
で
高
か
っ
た
。
調
査
時
の
平
均
樹
高
は
前
老
が
1
1
3
c
m
，
後
者
が
1
3
7
c
m
で
，
こ
れ
ら
の
樹
高
の
低
い
も
の
が
被
害
を
多
く
受
け
て
い
る
。
2
年
生
1
7
0
c
m
苗
は
約
7
0
％
が
植
栽
後
幹
枯
れ
を
生
　
表
9
　
無
断
幹
造
林
木
に
お
け
る
鼠
害
お
よ
び
雪
害
の
状
況
献
の
験
（
鶴
醸
藷
鱗
雛
率
雪
害
率
％
雪
　
　
害
　
　
高
　
｛
由
）
〔
c
司
¢
加
　
　
％
｝
　
幹
折
れ
枝
折
れ
幹
曲
り
　
幹
折
れ
　
　
枝
折
れ
　
　
幹
曲
り
　
　
　
　
　
　
　
8
0
　
　
　
　
2
3
　
　
　
　
1
1
3
　
　
　
　
4
魯
3
　
　
　
3
0
．
4
　
　
4
3
。
5
　
　
　
0
　
　
　
6
1
（
2
8
－
8
6
）
　
　
　
6
5
（
4
7
－
7
7
）
1
年
生
分
岐
根
苗
　
　
　
　
　
　
　
1
1
0
　
　
　
　
2
4
　
　
　
　
1
5
9
　
　
　
　
4
．
2
　
　
　
1
2
．
5
　
　
5
4
．
2
　
　
　
4
．
2
　
　
4
9
（
4
2
－
5
5
）
　
　
　
6
2
（
2
9
－
9
6
）
　
　
　
4
0
　
　
　
　
　
　
　
8
0
　
　
　
　
2
3
　
　
　
　
1
1
8
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
1
2
0
　
　
　
　
4
9
　
　
　
　
　
1
6
6
　
　
　
　
4
．
1
2
年
生
分
岐
根
苗
　
　
　
　
　
　
　
1
5
0
　
　
　
　
2
4
　
　
　
　
　
1
6
3
　
　
　
　
4
．
2
　
　
　
　
　
　
　
1
7
0
　
　
　
　
2
6
　
　
　
　
　
1
3
7
　
　
　
　
0 1
3
．
0
　
　
3
0
．
4
　
　
3
9
、
1
　
　
5
3
（
3
4
－
6
4
）
　
　
　
4
4
（
2
4
－
6
0
）
　
　
　
2
9
（
1
0
－
6
1
）
1
0
．
2
　
　
5
1
修
0
　
　
4
4
。
9
　
1
0
0
（
6
2
－
1
1
1
）
　
　
7
3
（
4
1
－
1
1
3
）
　
　
4
4
（
2
0
－
7
0
）
1
2
．
5
　
2
5
．
0
　
　
8
．
3
　
5
8
（
2
6
－
9
2
）
　
　
8
1
（
5
0
－
1
3
6
）
　
2
4
（
1
8
－
3
0
）
3
4
．
6
　
3
8
．
5
　
1
1
．
5
　
3
0
（
8
－
7
4
）
　
　
7
0
（
4
0
－
1
5
0
）
　
8
0
（
5
0
－
1
1
1
）
平
均
2
．
8
　
　
　
1
8
．
9
　
　
4
0
．
4
　
　
1
8
．
0
　
　
　
　
5
8
．
56
5
．
8
4
3
．
4
備
考
：
1
）
植
栽
か
ら
2
年
後
の
1
9
9
0
年
5
月
の
調
査
。
2
）
雪
害
高
の
（
）
内
は
範
囲
を
示
す
。
表
1
0
　
断
幹
造
林
木
に
お
け
る
雪
害
の
状
況
苗
木
の
種
類
断
幹
高
　
　
　
　
　
　
　
⑭
調
査
i
調
査
時
本
数
平
均
樹
高
　
　
　
　
ピ
㎡
　
幹
折
れ 雪
害
率
　
％
雪
　
　
違
　
　
高
　
圃
枝
折
れ
幹
曲
り
　
幹
折
れ
　
　
枝
折
れ
　
　
幹
曲
り
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
　
　
　
8
　
　
1
3
2
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
　
　
　
7
　
　
1
3
2
2
年
生
分
岐
根
苗
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
　
　
　
8
　
　
1
3
9
　
　
　
　
　
　
　
無
断
幹
　
　
4
　
　
1
7
0
5
0
．
0
4
2
．
9
3
7
．
5
2
5
．
0
3
7
修
5
　
　
　
　
0
　
　
　
　
5
2
（
3
0
－
6
8
）
　
　
　
6
0
（
2
9
－
9
4
）
）
1
4
．
3
　
　
　
　
0
　
　
　
　
5
3
（
2
5
－
7
8
）
　
　
　
3
1
2
5
．
0
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
3
6
（
1
8
－
6
0
）
　
　
　
7
2
（
6
0
－
8
4
）
0
　
　
　
　
0
　
　
5
8
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
　
　
　
　
　
1
8
　
　
　
　
　
1
2
4
　
　
　
　
1
1
．
1
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
　
　
　
　
1
8
　
　
　
　
1
2
9
　
　
　
　
4
4
．
4
4
年
生
杭
根
苗
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
　
　
　
　
3
0
　
　
　
　
1
6
8
　
　
　
　
2
3
、
3
　
　
　
　
　
　
　
無
断
幹
　
　
1
4
　
　
1
6
5
　
　
1
4
．
3 55．
6
　
　
　
　
0
　
　
　
　
3
6
（
3
1
－
4
0
）
　
　
　
4
2
（
1
0
－
7
9
）
　
　
　
　
　
　
－
5
0
．
0
　
　
　
　
5
．
6
　
　
　
5
6
（
4
3
－
9
4
）
　
　
　
5
1
（
2
6
－
8
5
）
　
　
　
4
0
3
0
．
0
　
　
　
1
0
．
0
　
　
1
1
2
（
9
5
－
1
3
2
）
　
　
8
2
（
4
0
－
1
1
2
）
　
　
5
6
（
3
0
－
9
2
）
3
5
．
7
　
　
　
　
1
4
．
3
　
　
　
6
1
（
5
1
－
7
0
）
　
　
　
4
3
（
2
1
－
6
0
）
　
　
　
5
6
（
5
3
－
5
8
）
備
考
：
1
）
植
栽
か
ら
2
年
後
の
1
9
9
0
年
5
月
の
調
査
。
2
）
雪
害
高
の
（
）
内
は
範
囲
を
示
す
。
ク
ヌ
ギ
大
苗
の
人
工
造
林
に
関
す
る
研
究
（
1
3
）
表
1
1
．
林
地
植
栽
か
ら
4
年
後
の
健
全
木
，
枯
死
木
お
よ
び
被
害
木
の
割
合
苗
木
の
種
類
　
　
規
格
（
苗
高
）
調
査
本
数
健
全
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
矧
枯
死
　
木
（
矧
生
育
不
良
木
閲
崖
鴨
縮
蠕
雪
害
轍
れ
病
害
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
0
c
m
1
年
生
分
岐
根
苗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
且
O
c
m
2
4
　
　
　
　
6
2
．
5
　
　
　
　
　
4
．
2
　
　
　
　
8
．
3
　
　
　
　
4
．
2
　
　
　
2
0
．
8
　
　
　
　
－
2
4
　
　
　
　
　
8
3
．
3
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
4
．
2
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
4
．
8
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
0
c
m
2
年
生
分
岐
根
苗
　
　
1
2
0
c
m
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
0
c
m
2
4
　
　
　
　
7
5
．
0
　
　
　
　
4
．
2
　
　
　
4
．
2
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
8
．
3
　
　
　
8
．
3
　
　
　
　
－
5
1
　
　
　
　
8
6
．
3
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
5
．
9
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
5
．
9
　
　
　
2
．
0
　
　
　
　
－
2
6
　
　
　
　
　
6
9
．
2
　
　
　
　
　
7
．
7
　
　
　
　
3
．
8
　
　
　
　
－
　
　
　
　
1
5
．
4
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
一
1
7
0
c
m
無
断
幹
　
　
　
　
2
6
　
　
　
　
　
6
5
．
4
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
c
m
断
幹
2
年
生
分
岐
根
苗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
c
m
断
幹
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
c
m
断
幹
8
　
　
　
7
5
．
0
　
　
　
－
　
　
　
－
8
7
5
．
0
1
2
．
5
－
8
7
5
．
0
1
2
．
5
一
3
．
8
　
　
　
2
6
．
9
　
　
　
3
．
8
－
　
　
2
5
．
0
　
　
－
一
一@
　
　
一
　
　
1
2
．
5
－
　
　
　
1
2
．
5
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
1
7
0
c
m
無
断
幹
　
　
　
　
2
1
　
　
　
　
7
1
．
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
c
m
断
幹
　
　
　
　
2
0
　
　
　
　
　
6
5
．
0
4
年
生
杭
根
苗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
c
m
断
幹
　
　
　
　
2
0
　
　
　
　
　
6
5
．
0
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
c
m
断
幹
　
　
　
　
3
0
　
　
　
　
　
8
6
．
7 14
．
3
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　9
．
5
　
　
　
4
．
8
　
　
　
　
－
1
0
．
0
　
　
　
5
．
0
　
　
　
5
．
0
　
　
　
1
5
．
0
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
－
1
0
．
0
　
　
　 5
．
0
　
　
　
　
－
　
　
　
　
2
0
．
0
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
－
3
．
3
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
1
0
．
0
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
一
じ
大
部
分
が
地
際
萌
芽
に
よ
っ
て
再
生
し
た
が
，
植
栽
か
ら
2
年
後
の
平
均
樹
高
は
植
栽
時
よ
り
も
低
く
，
組
織
は
充
実
し
て
い
な
い
。
2
年
生
8
0
c
m
苗
は
平
均
樹
高
1
1
8
c
m
で
あ
る
が
幹
折
れ
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
。
積
雪
深
よ
り
も
樹
高
の
著
し
く
高
い
も
の
は
幹
折
れ
の
被
害
が
少
な
い
が
，
樹
高
の
低
い
も
の
で
も
組
織
の
充
実
度
に
よ
っ
て
被
害
の
程
度
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
　
次
に
断
幹
造
林
木
の
雪
害
に
つ
い
て
み
る
と
（
表
1
0
）
，
幹
折
れ
は
4
年
生
苗
の
3
0
c
m
断
幹
区
を
除
き
無
断
幹
区
よ
り
も
多
く
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
枝
折
れ
・
枝
抜
け
も
多
く
，
断
幹
部
付
近
か
ら
発
生
し
た
萌
芽
枝
が
全
部
折
れ
て
幹
が
丸
坊
主
に
な
る
こ
と
が
あ
る
（
写
真
5
）
。
断
幹
す
る
と
萌
芽
枝
が
断
幹
部
付
近
に
か
た
ま
っ
て
発
生
す
る
の
で
そ
の
部
分
に
雪
が
付
着
し
や
す
く
，
積
雪
の
沈
降
力
に
よ
っ
て
萌
芽
枝
が
引
き
裂
か
れ
る
。
大
苗
の
断
幹
造
林
法
は
活
着
を
促
進
す
る
が
，
多
雪
地
で
は
雪
害
が
多
く
発
生
し
良
い
方
法
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
林
地
植
栽
か
ら
4
年
後
の
健
全
木
，
枯
死
木
，
被
害
木
の
調
査
結
果
は
表
1
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
健
全
木
の
割
合
は
最
初
の
植
栽
本
数
の
6
3
～
8
7
％
で
あ
っ
た
。
2
年
生
分
岐
根
1
2
0
c
m
苗
区
，
1
年
生
分
岐
根
1
1
0
c
m
苗
区
，
4
年
生
杭
根
苗
1
0
0
c
m
断
幹
区
な
ど
は
健
全
木
率
が
高
く
成
績
が
良
か
っ
た
。
反
対
に
健
全
木
率
の
低
か
っ
た
の
は
1
年
生
分
岐
根
8
0
c
m
苗
区
，
2
年
生
分
岐
根
1
7
0
c
m
苗
の
無
断
幹
区
，
4
年
生
杭
根
苗
の
3
0
c
m
断
幹
区
，
5
0
c
m
断
幹
区
な
ど
で
あ
っ
た
。
1
年
生
8
0
c
m
苗
区
と
大
苗
の
断
幹
区
で
は
雪
害
に
よ
る
生
育
不
良
木
が
多
く
生
じ
た
。
造
林
木
の
枯
死
率
は
1
5
0
～
1
7
0
c
m
の
大
苗
区
で
高
か
っ
た
。
野
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
枯
死
率
は
4
～
8
％
で
，
根
を
丸
坊
主
に
食
害
し
て
い
る
（
写
真
6
）
。
虫
害
は
コ
ウ
モ
リ
ガ
の
被
害
で
，
地
際
部
に
穿
入
し
て
食
害
部
が
幹
を
一
周
す
る
と
枯
死
す
る
。
雪
害
木
は
台
切
り
，
樹
形
調
整
，
雪
起
こ
し
な
ど
の
手
入
れ
を
加
え
れ
ば
回
復
す
る
が
，
成
長
が
遅
れ
て
生
育
不
良
木
（
被
圧
木
）
に
な
る
も
の
も
あ
る
。
幹
枯
れ
木
は
萌
芽
が
発
生
し
て
成
長
す
る
が
，
健
全
木
に
比
べ
て
生
育
の
遅
れ
る
も
の
が
多
い
。
病
害
は
さ
め
肌
胴
枯
病
で
，
積
雪
深
以
下
の
幹
に
発
生
し
て
い
る
。
し
か
し
，
罹
病
木
が
枯
死
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
写
真
7
）
。
（
1
4
）
橋
詰
隼
人
・
韓
　
海
栄
w
　
考
察
　
ク
ヌ
ギ
の
人
工
造
林
に
は
1
年
生
苗
ま
た
は
床
替
2
年
生
苗
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
，
1
年
生
の
小
苗
は
植
栽
後
の
活
着
お
よ
び
成
長
が
不
良
で
，
大
分
県
で
は
床
替
2
年
生
苗
を
規
格
対
象
苗
と
し
て
い
る
’
5
）
。
人
工
造
林
に
使
用
す
る
苗
木
の
大
き
さ
，
形
質
と
活
着
お
よ
び
成
長
と
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
し
た
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
佐
々
木
1
5
＾
1
7
）
が
1
年
生
苗
木
を
用
い
て
比
較
苗
高
（
H
ん
。
）
別
に
植
栽
試
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
比
較
苗
高
値
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
活
着
率
が
著
し
く
低
下
し
た
。
ま
た
活
着
し
て
も
幹
の
先
枯
れ
や
地
際
部
か
ら
萌
芽
す
る
も
の
が
増
加
し
た
。
1
年
生
の
直
根
苗
と
6
～
7
月
に
断
根
し
て
育
成
し
た
分
岐
根
苗
と
の
比
較
で
は
，
分
岐
根
苗
が
活
着
率
が
高
く
，
1
年
生
苗
と
3
年
生
苗
と
の
比
較
で
は
，
3
年
生
苗
の
活
着
が
良
好
で
あ
る
と
い
う
。
本
研
究
に
よ
る
と
，
鹿
児
島
県
産
の
分
岐
根
苗
は
2
年
生
1
2
0
c
m
苗
と
1
年
生
1
1
0
c
m
苗
で
植
栽
か
ら
4
年
後
の
健
全
木
率
が
高
く
，
苗
木
の
成
長
も
良
好
で
あ
っ
た
。
無
床
替
2
年
生
1
7
0
c
m
苗
は
活
着
す
る
が
幹
枯
れ
を
生
じ
，
地
際
か
ら
萌
芽
す
る
も
の
が
著
し
く
多
か
っ
た
。
佐
々
木
コ
5
－
コ
7
）
の
研
究
に
よ
る
と
，
苗
木
の
含
水
率
と
活
着
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
，
含
水
率
の
低
下
に
と
も
な
っ
て
活
着
お
よ
び
成
長
が
著
し
く
不
良
に
な
り
，
活
着
し
て
も
地
際
部
か
ら
萌
芽
す
る
苗
木
が
増
加
す
る
と
い
う
。
鹿
児
島
県
産
の
苗
木
は
掘
り
取
り
か
ら
植
栽
ま
で
1
カ
月
以
上
た
っ
て
お
り
，
大
苗
は
か
な
り
含
水
率
が
低
下
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
蒜
山
演
習
林
産
の
4
年
生
大
苗
は
活
着
率
8
4
％
で
，
幹
枯
れ
に
よ
る
萌
芽
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
掘
り
取
り
後
1
0
日
以
内
に
植
栽
し
て
い
る
。
同
じ
大
苗
で
も
活
着
率
に
差
が
あ
る
の
は
，
苗
木
の
形
質
の
ほ
か
に
苗
木
の
乾
燥
な
ど
取
り
扱
い
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
ク
ヌ
ギ
の
大
苗
造
林
法
は
下
刈
等
の
手
間
が
は
ぶ
け
，
ま
た
活
着
後
の
成
長
が
良
い
の
で
民
間
で
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
天
然
林
ま
た
は
入
工
造
林
不
成
績
地
を
ク
ヌ
ギ
純
林
へ
誘
導
す
る
場
合
（
誘
導
造
林
）
や
新
植
地
あ
る
い
は
萌
芽
更
新
地
へ
補
植
す
る
場
合
な
ど
に
は
苗
高
2
m
以
上
の
超
大
苗
が
使
用
さ
れ
て
い
る
9
）
。
し
か
し
，
前
述
の
よ
う
に
取
り
扱
い
を
誤
る
と
活
着
率
が
著
し
く
低
下
す
る
の
で
、
福
岡
県
上
陽
町
の
林
家
で
は
「
台
切
り
造
林
」
と
称
し
て
苗
高
1
．
5
m
の
大
苗
を
地
上
2
0
～
3
0
c
m
で
断
幹
し
て
植
栽
し
て
い
る
1
3
）
。
本
研
究
に
お
い
て
も
断
幹
造
林
す
る
と
幹
枯
れ
の
生
じ
な
い
健
全
活
着
木
の
割
合
が
著
し
く
増
加
し
，
断
幹
部
か
ら
発
生
し
た
萌
芽
の
成
長
も
良
好
で
あ
っ
た
。
し
か
し
，
積
雪
の
多
い
年
に
は
雪
害
が
無
断
幹
造
林
木
よ
り
も
多
く
発
生
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
断
幹
す
る
と
断
幹
部
付
近
に
萌
芽
枝
が
集
中
し
て
発
生
し
，
そ
の
部
ゲ
〉
に
雪
が
た
ま
り
幹
折
れ
や
枝
折
れ
が
発
生
す
る
。
九
州
や
太
平
洋
側
の
少
雪
地
帯
で
は
断
幹
造
林
法
は
良
い
方
法
と
思
わ
れ
る
が
，
多
雪
地
帯
で
は
奨
め
ら
れ
な
い
。
　
ク
ヌ
ギ
の
林
地
肥
培
試
験
の
事
例
は
多
い
が
，
施
肥
の
効
果
に
つ
い
て
は
効
果
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
報
告
と
，
効
果
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
報
告
と
が
あ
る
4
－
0
2
・
1
4
“
2
9
。
一
般
に
は
，
ク
ヌ
ギ
は
コ
ナ
ラ
よ
り
も
養
分
要
求
度
が
高
く
，
土
壌
条
件
の
不
良
な
所
で
は
施
肥
の
効
果
が
出
や
す
く
，
窒
素
単
肥
よ
り
も
複
合
肥
料
の
方
が
肥
効
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
’
5
・
1
7
・
2
D
。
林
業
用
肥
料
と
し
て
は
～
般
に
緩
効
性
の
複
合
肥
料
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本
試
験
に
使
用
し
た
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
は
豆
炭
状
に
成
型
し
た
固
形
肥
料
で
，
大
粒
の
た
め
3
年
間
肥
効
が
持
続
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
I
B
D
U
（
イ
ソ
ブ
チ
リ
デ
ン
・
ジ
ウ
レ
ア
）
成
型
品
は
土
壌
中
で
徐
々
に
加
水
分
解
し
て
吸
収
さ
れ
る
。
I
B
D
U
成
型
肥
料
の
施
肥
試
験
の
事
例
は
少
な
い
が
，
佐
々
木
1
0
7
）
の
試
験
に
よ
る
と
，
ク
ヌ
ギ
2
年
生
苗
に
I
B
D
U
成
型
品
（
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
）
を
施
肥
し
て
通
常
の
速
効
性
肥
料
（
複
合
化
成
肥
料
）
と
同
等
か
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
成
長
健
進
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ク
ス
テ
イ
ア
ワ
ン
ら
U
）
の
研
究
に
よ
る
と
，
ク
ヌ
ギ
大
苗
の
人
工
造
林
に
関
す
る
研
究
（
1
5
）
ク
ヌ
ギ
1
年
生
苗
の
上
長
成
長
は
尿
素
区
，
尿
素
コ
ー
ト
区
，
I
B
D
U
区
の
い
ず
れ
で
も
無
施
肥
区
よ
り
も
促
進
さ
れ
た
が
，
I
B
D
U
区
が
最
も
良
い
成
長
を
示
し
た
。
本
研
究
で
は
，
無
断
幹
造
林
木
に
対
す
る
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
肥
料
の
施
肥
効
果
は
小
さ
か
っ
た
が
，
断
幹
造
林
木
の
成
長
は
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
の
施
肥
に
よ
っ
て
無
施
肥
区
の
約
1
．
5
倍
促
進
さ
れ
た
。
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
は
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
よ
り
も
や
や
効
果
が
劣
っ
た
。
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
は
四
要
素
の
配
合
肥
料
（
N
－
P
－
K
－
M
g
＝
1
2
－
6
－
6
－
2
，
％
）
で
あ
る
が
，
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
は
窒
素
と
リ
ン
酸
の
配
合
肥
料
（
N
－
P
＝
2
3
－
2
，
％
）
で
し
か
も
リ
ン
酸
の
比
率
が
著
し
く
小
さ
い
。
本
研
究
の
結
果
か
ら
も
，
ク
ヌ
ギ
造
林
木
に
対
し
て
は
従
来
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
，
窒
素
単
肥
よ
り
も
複
合
肥
料
の
施
肥
が
成
長
促
進
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
　
ク
ヌ
ギ
の
人
工
造
林
で
は
，
植
栽
時
の
枯
損
，
生
育
途
中
の
気
象
害
，
病
虫
害
，
個
体
間
競
争
な
ど
に
よ
る
枯
損
あ
る
い
は
生
育
不
良
な
ど
に
よ
り
，
伐
期
に
収
穫
で
き
る
本
数
は
植
栽
時
の
1
／
2
程
度
に
減
少
す
る
。
シ
イ
タ
ケ
原
木
林
で
は
，
一
般
に
林
分
の
平
均
胸
高
直
径
が
1
0
～
1
2
c
皿
に
成
長
し
た
時
に
伐
採
す
る
と
ほ
だ
木
の
収
量
が
最
も
多
い
と
さ
れ
て
い
る
5
）
。
収
穫
表
に
よ
る
と
，
そ
の
時
期
の
h
a
当
た
り
立
木
本
数
は
1
，
5
0
0
～
2
，
0
0
0
本
程
度
で
あ
る
5
）
。
植
栽
時
の
苗
木
の
枯
損
率
は
一
般
造
林
地
で
は
普
通
1
0
～
3
0
％
程
度
で
あ
る
が
，
本
試
験
で
は
植
栽
時
と
そ
の
後
の
雪
害
等
に
よ
る
枯
損
が
多
く
，
植
栽
か
ら
4
年
後
の
健
全
木
率
は
6
3
～
8
7
％
，
平
均
7
3
％
で
あ
っ
た
。
今
後
諸
危
害
と
個
体
間
の
競
争
に
よ
っ
て
立
木
本
数
は
さ
ら
に
減
少
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ク
ヌ
ギ
の
h
a
当
た
り
植
栽
本
数
は
，
民
間
の
実
地
造
林
で
は
3
，
0
0
0
～
4
，
5
0
0
本
が
標
準
で
あ
る
1
）
。
本
試
験
で
は
h
a
当
た
り
3
，
0
0
0
本
植
え
を
行
っ
た
が
，
植
栽
か
ら
4
年
後
に
す
で
に
健
全
木
率
が
平
均
7
3
％
に
減
少
し
て
い
る
の
で
，
雪
害
等
の
被
害
の
多
い
多
雪
地
で
は
植
栽
本
数
を
さ
ら
に
増
や
し
て
4
，
0
0
0
～
4
，
5
0
0
本
／
h
a
程
度
植
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
ク
ヌ
ギ
は
耐
雪
性
が
弱
く
，
2
～
3
m
の
積
雪
が
あ
る
と
幼
齢
林
に
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
6
）
。
筆
老
の
経
験
か
ら
す
る
と
，
積
雪
深
2
m
以
上
の
多
雪
地
に
は
ク
ヌ
ギ
の
人
工
造
林
を
行
わ
な
い
方
が
よ
い
。
v
　
摘
要
　
苗
高
8
0
～
1
7
0
c
m
の
1
～
4
年
生
大
苗
を
使
用
し
て
多
雪
地
に
お
け
る
ク
ヌ
ギ
の
人
工
造
林
に
つ
い
て
4
年
間
研
究
し
た
。
本
研
究
の
結
果
を
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
（
1
）
苗
高
8
0
～
1
2
0
c
m
の
苗
木
は
1
0
0
％
活
着
し
た
。
し
か
し
，
苗
高
1
5
0
c
m
以
上
の
大
苗
は
活
着
す
る
が
地
上
部
の
枯
死
す
る
も
の
が
多
く
生
じ
た
。
無
床
替
2
年
生
1
7
0
c
n
1
苗
で
は
健
全
活
着
木
率
は
3
1
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
大
苗
の
断
幹
造
林
法
は
活
着
を
促
進
し
，
健
全
活
着
木
率
が
増
加
し
た
。
断
幹
高
が
低
い
方
が
健
全
活
着
木
率
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
苗
木
の
枯
死
形
態
に
は
全
枯
れ
型
，
地
際
枯
れ
型
，
上
半
枯
れ
型
の
三
つ
の
タ
イ
プ
が
み
ら
れ
た
。
地
際
枯
れ
型
と
上
半
枯
れ
型
で
は
地
際
部
あ
る
い
は
幹
の
生
存
部
か
ら
萌
芽
が
発
生
し
た
。
地
際
萌
芽
木
は
正
常
木
に
比
べ
て
生
育
が
遅
れ
た
。
　
（
2
）
無
断
幹
造
林
木
の
植
栽
か
ら
4
年
後
の
樹
高
，
地
際
直
径
お
よ
び
4
年
間
の
伸
長
量
は
2
年
生
分
岐
根
1
2
0
c
m
苗
で
最
も
大
き
か
っ
た
。
1
年
生
分
岐
根
8
0
c
m
苗
，
2
年
生
と
4
年
生
の
1
7
0
c
m
大
苗
な
ど
は
や
や
成
長
が
劣
っ
た
。
無
断
幹
造
林
木
の
伸
長
成
長
は
植
栽
後
3
年
目
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
。
断
幹
造
林
木
の
萌
芽
枝
の
伸
長
は
最
初
旺
盛
で
，
植
栽
当
年
に
は
無
断
幹
木
の
イ
申
長
量
の
3
．
5
倍
伸
長
し
た
。
し
か
し
，
2
年
目
以
降
は
徐
々
に
差
が
小
さ
く
な
り
，
4
年
目
に
は
両
者
の
差
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
断
幹
高
と
萌
芽
の
伸
長
成
長
と
の
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
（
1
6
）
橋
詰
隼
人
・
韓
　
海
栄
　
（
3
）
造
林
木
の
成
長
は
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
の
施
肥
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
。
施
肥
の
効
果
は
断
幹
造
林
木
で
顕
著
に
現
れ
た
。
複
合
ウ
ッ
ド
エ
ー
ス
4
号
の
施
肥
効
果
は
植
栽
後
3
年
目
ま
で
認
め
ら
れ
た
。
　
（
4
）
植
栽
の
翌
々
年
に
約
9
0
c
m
の
積
雪
が
あ
り
雪
害
が
発
生
し
た
。
雪
害
は
幹
折
れ
，
枝
折
れ
・
枝
抜
け
，
幹
曲
り
な
ど
で
，
枝
折
れ
・
枝
抜
け
が
最
も
多
か
っ
た
。
樹
高
の
低
い
も
の
が
被
害
を
多
く
受
け
た
。
断
幹
木
は
無
断
幹
木
よ
り
も
雪
害
を
多
く
受
け
，
萌
芽
枝
が
折
損
す
る
被
害
が
多
か
っ
た
。
そ
の
他
，
野
ネ
ズ
ミ
や
コ
ウ
モ
リ
ガ
の
被
害
，
さ
め
肌
胴
枯
病
な
ど
が
発
生
し
た
。
　
（
5
）
林
地
植
栽
か
ら
4
年
後
の
健
全
生
育
木
の
割
合
は
植
栽
本
数
の
6
3
～
8
7
％
で
あ
っ
た
。
2
年
生
分
岐
根
1
2
0
c
m
苗
，
1
年
生
分
岐
根
1
1
0
c
m
苗
，
4
年
生
杭
根
苗
1
0
0
c
m
断
幹
苗
な
ど
の
造
林
木
は
健
全
木
率
が
高
く
，
生
育
良
好
で
あ
っ
た
。
　
⑥
　
活
着
率
，
雪
害
，
植
栽
後
の
生
育
状
況
な
ど
か
ら
判
断
し
て
，
多
雪
地
に
お
け
る
ク
ヌ
ギ
の
人
工
造
林
に
は
1
回
床
替
2
年
生
，
苗
高
1
0
0
～
1
2
0
c
m
程
度
の
苗
木
が
最
も
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
大
苗
の
断
幹
造
林
法
は
活
着
は
良
い
が
雪
害
の
危
険
が
大
き
い
。
植
栽
本
数
は
雪
害
を
考
慮
し
て
h
a
i
当
た
り
4
，
0
0
0
本
以
上
が
望
ま
し
い
。
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献
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．
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）
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中
勝
美
：
ク
ヌ
ギ
林
の
造
成
と
肥
培
．
森
林
と
肥
培
，
1
1
8
，
1
～
5
（
1
9
8
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）
2
0
）
田
中
勝
美
：
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ヌ
ギ
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造
林
．
黒
田
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刷
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版
，
p
p
．
1
～
2
5
7
（
1
9
8
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）
2
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）
塘
　
隆
男
：
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葉
樹
の
肥
培
　
と
く
に
シ
イ
タ
ケ
原
木
林
の
肥
培
に
つ
い
て
，
林
業
技
術
，
4
0
1
，
1
8
～
2
1
　
　
（
1
9
7
5
）
（
1
8
）
橋
詰
隼
人
・
韓
　
海
栄
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
3
　
植
栽
か
ら
3
年
後
の
生
育
状
況
A
：
1
年
生
分
岐
根
苗
（
苗
高
1
1
0
c
m
）
。
　
B
：
1
回
床
替
2
年
生
分
岐
根
苗
（
苗
高
1
2
0
c
m
）
。
C
：
無
床
替
2
年
生
分
岐
根
苗
（
苗
高
1
5
0
c
m
）
。
　
D
：
無
床
替
4
年
生
杭
根
苗
（
1
0
0
c
m
で
断
幹
）
。
ク
ヌ
ギ
大
苗
の
人
工
造
林
に
関
す
る
研
究
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
写
真
4
　
断
幹
造
林
木
に
お
け
る
萌
芽
の
発
生
と
成
長
A
：
地
上
3
0
c
m
で
断
幹
。
　
B
，
D
：
地
上
1
0
0
c
m
で
断
幹
。
　
C
：
地
上
5
0
c
m
で
断
幹
。
　
A
，
　
B
は
植
栽
年
の
6
月
の
状
況
．
C
，
D
は
植
栽
年
の
9
月
の
状
況
。
（
2
0
）
橋
詰
隼
人
・
韓
海
栄
　
　
　
　
　
　
写
真
5
　
植
栽
の
翌
々
年
の
大
雪
に
よ
る
雪
害
A
，
B
：
3
月
の
状
況
。
　
C
，
D
：
5
月
の
状
況
。
1
月
下
旬
に
9
0
c
m
の
積
雪
が
あ
っ
た
。
A
，
B
，
D
は
断
幹
木
。
ク
ヌ
ギ
大
苗
の
人
工
造
林
に
関
す
る
研
究
（
2
1
）
C
灘
プ
硲
『
講
　
菜
．
繁
ジ
　
　
　
　
写
真
6
　
鼠
害
と
雪
害
木
の
手
入
れ
の
状
況
A
：
野
ネ
ズ
ミ
の
食
害
に
よ
る
枯
死
木
。
B
：
雪
害
木
の
台
切
り
の
状
況
。
C
：
雪
害
木
の
雪
起
こ
し
。
（
2
2
）
橋
詰
隼
人
・
韓
　
海
栄
C
藤
D
醸
写
真
7
　
植
栽
か
ら
4
年
後
の
生
育
状
況
×
灘
ン
擁
灘
髭
A
：
芯
立
ち
の
良
い
正
常
木
。
B
：
明
瞭
な
主
幹
が
な
く
，
枝
か
横
に
広
が
っ
た
不
良
木
。
　
C
：
雪
害
で
幹
折
れ
し
，
萌
芽
か
発
生
し
て
伸
長
し
て
い
る
も
の
（
雪
害
木
）
。
D
：
胴
枯
れ
病
で
幹
に
縦
に
腐
朽
が
入
っ
て
い
る
も
の
（
病
害
木
）
。
麟
